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このまちが、もっと好きになる

黄金の茶室、
お茶のまち掛川へ

～茶エンナーレ  プレイベント～
豊臣秀吉の命によりつくられた黄金の茶室（復元）をはじめ、千利
休ゆかりの書画や茶道具、掛川出身の人間国宝・大角幸枝さんの作
品などを展示した絢爛豪華なMOA美術館所蔵品特別展示「黄金の茶室
と現代日本美術の粋」を二の丸美術館で開催中。8月27日（日）まで。 

けん らん
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お茶のまち掛川がミュージアムに変わる30日間 10月21日（土）～11月19日（日）

かけがわ茶エンナーレ
̶ アートが　いきづく　茶産地へ ̶

　問　かけがわ茶エンナーレ実行委員会事務局／文化振興課内
 （☎21-1126・FAX21-1165）
 E-mail：chaennale@city.kakegawa.shizuoka.jp

　
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
」

は
、
掛
川
市
全
域
を
舞
台
に
、
市

民
、
地
域
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
、
ア
ー
ト
作
品
の

展
示
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
地

域
芸
術
祭
で
す
。

　
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
」

の
楽
し
み
方
は
２
と
お
り
。
市
民

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
て
、
参

加
し
て
、
楽
し
む
「
み
ん
な
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
、
世
界
的
な

一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
鑑

賞
で
き
る
「
ア
ー
ト
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
。

　
ふ
だ
ん
見
慣
れ
た
景
色
が
、

ア
ー
ト
作
品
と
の
融
合
に
よ
り
、

新
た
な
魅
力
で
輝
き
ま
す
！

みんなのミュージアム
掛川まるごとアートプロジェクト

アートセレクション
掛川まちなか現代アート展

　かけがわ茶エンナーレ総合プロデューサーの山口裕美
さんがキャスティングした国内外で活躍する一流アー
ティスト20人+1組の作品を「まちなか」の歴史的文化施
設などに展示します。
　掛川出身のアーティストも参加。世界レベルの現代アー
ト作品の数々を、掛川市で鑑賞できる貴重な機会です。
【展示会場の一例】
掛川城天守閣・御殿、大日本報徳社、竹の丸、二の丸美
術館、資生堂アートハウス、中部電力掛川営業所ギャラ
リー、We+138、森林果樹公園、中央図書館、掛川市役
所 など

サポートスタッフ

内容　会場案内、イ
ベント補助など
対象　16歳以上の方
報酬　原則なし。
　活動時間に応じて
QUOカードなど
を贈呈します。

タイアップ商品

茶エンナーレロゴを
使った製品やお土
産、特別メニューな
ど、茶エンナーレオ
リジナル商品をご提
供いただける企業・
店舗を募集します。

お茶スポット

有料・無料サービ
ス、セットメニュー
など、全国から訪れ
るお客様をおいしい
掛川茶でおもてなし
していただける店舗
などを募集します。

オフィシャルスポンサー

本事業にご協賛いた
だける企業を募集し
ます。スポンサー企
業は、ポスターやチ
ラシ、ホームページ
などに掲載し全国に
発信します。

協力企業

廃材や資機材、場所、
人材などどんな形で
もかまいません。ア
ート作品の制作や事
業運営にご協力いた
だける企業を広く募
集します。

　市民・団体、地元アーティストが中心となって、掛川
市全域を「まるごとミュージアム」にします。
　一般公募などによる約90組の個人やグループが、「お
茶」と「アート」をテーマに作品の展示やイベントを開
催。市民がみんなで参加して、楽しんで、地域の魅力を
再発見できる機会です。
【展示会場の一例】
まちなかエリア（松ヶ岡、駅前通り）、東山・日坂エリ
ア（川坂屋、事任八幡宮）、原田・原泉エリア（さくら
咲く学校）、五明エリア（五明茶業組合）、大東エリア
（高天神城跡、貞永寺）、横須賀エリア（清水邸）など

「COMET-大地をひらく、星をみあげる-」
2017年／船井美佐 彗星発見の丘（五明）

みんなのミュージアム　掛川まるごとアートプロジェクト

市民・企業のみなさんの参加を募集しています!

お茶の日干しレンガづくり 7/9　
南
郷
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
５
月
か
ら
、
各
家
庭
で
出
た

「
お
茶
が
ら
」
を
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
で
回
収
。

　
７
月
９
日
、
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
50
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、

企
画
応
募
者
の
森
藤
文
華
さ
ん
と
一
緒
に
、
「
お
茶
が
ら
」
と

土
を
混
ぜ
て
こ
ね
た
り
、
型
に
は
め
て
た
た
き
込
ん
だ
り
し
て
、

約
１
３
０
個
の
レ
ン
ガ
を
作
り
ま
し
た
。

　
資
機
材
や
準
備
会
場
は
(株)
尾
崎
工
務
店
、
原
料
の
土
は
グ

リ
ー
ン
サ
ー
ク
ル
(株)
か
ら
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
市
民

と
企
業
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
協
働
で
、
作
品
制
作
を
進
め
て
い

ま
す
。
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
期
間
中
に
は
、
こ
の
レ
ン
ガ
を
使
っ
た

茶
室
が
市
役
所
前
に
造
ら
れ
る
予
定
で
す
。

【
お
茶
の
日
干
し
レ
ン
ガ
づ
く
り
　参
加
者
募
集
】

と
き
　
　
　
８
月
27
日
（日）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
　
松
ヶ
岡
（
十
王
町
）

対
象
　
　
　
小
学
生
以
上
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
方
法
　
８
月
21
日
（月）
ま
で
に
文
化
振
興
課
に
電
話
で
申
し
込
み

制作したレンガ

まちなか
エリア

原田・原泉エリア大東エリア横須賀エリア

※各募集の詳細・申込方法は、チラシまたはホームページをご覧ください。

とりまとめ役の佐藤忍さん（後列右：孕石）
と羽鳥祐子さん（前列右：大和田）

山の風景や廃校を活用した「さ
くら咲く学校」、「しばちゃん牧

場」など、地域の魅力がそのまま会
場になり、絵画・造形・映像・写真・
インスタレーション・陶芸など多様
な作品の力でアーティストと地域の
みなさん、訪れる人をつなぎます。
製作過程から地域に根づき、関わる
人全員が　楽しく”がキーワードです。
参加型のイベントも多数企画中！

里

地域とアーティストのつなぎ役の尾崎
弘子さん（大坂）　大浜中ギャラリー

東の美しい風景や人のつ
ながりを感じられる展開

を目指して、お手伝いしていま
す。
驚きや共感、違和感など感じ方
は人それぞれ自由に。
アートをとおして「違いを認
め、尊重し、生かし合う」そん
な視点が地域に広がることを夢
みて・・・。

大

清水邸を管理する杉山幸一さん（横須
賀）　清水邸

エンナーレでは、清水邸の蔵
4つと母屋にアーティストの

方々に展示してもらう予定です。
このイベントを一過性のもので終
わらせずに、こつこつ続けていく
ことが大事。市民総参加で作り上
げていくイベントに。分かるとか
分からないではなくて、楽しんで
もらうこと。一緒になっておもて
なしをしましょう。

茶

”

かけがわ茶エンナーレ 検索
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認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方

　
認
知
症
の
方
の
立
場
で
、
寄
り
添
っ
て

接
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
ゆ
っ
く
り
と
余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

・
穏
や
か
に
、
は
っ
き
り
と
相
手
に
合
わ

　
せ
て
伝
え
る
。

・
驚
か
せ
な
い
。
急
が
せ
な
い
。

・
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
。

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
正
し
く
理
解

　
国
で
は
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
へ

の
応
援
者
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

全
国
で
１
２
０
０
万
人
達
成
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
方

が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
す
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
や
対
応
の

仕
方
を
学
び
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
特
別
に
何
か
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る

応
援
者
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
「
友
人
や
家
族
へ
そ
の

知
識
を
伝
え
る
」
「
気
持
ち
を
理
解
す
る

よ
う
努
め
る
」
な
ど
、
無
理
の
な
い
心
遣

い
で
い
い
の
で
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
は
、
認
知
症
を
支

援
す
る
目
印
と
し
て
、

手
首
に
つ
け
る
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
が

渡
さ
れ
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
日
程

○
と
き

　
９
月
12
日
（火）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

○
と
こ
ろ

　
掛
川
市
役
所
４
階
　
会
議
室
１

○
申
込
方
法

９
月
８
日
（金）
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

物
忘
れ
と
認
知
症
の
違
い
は
？

　
認
知
症
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪

く
な
っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
障
が
い
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
う

え
で
支
障
が
出
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
に
は
、
脳

の
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
萎
縮
す
る

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
や
脳
出

血
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
「
脳
血
管
性
認

知
症
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、
過
去
の
記
憶
が
抜
け

落
ち
て
し
ま
う
記
憶
障
害
や
今
い
る
場
所

や
人
が
誰
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

見
当
識
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

○
一
般
的
な
物
忘
れ

　
会
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
が
名
前
を

思
い
出
せ
な
い
な
ど
、
体
験
の
一
部
を
忘

れ
て
も
、
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
い
出
せ
る
。

○
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ

　
目
の
前
の
人
が
誰
な
の
か
分
か
ら
な
い

な
ど
、
体
験
そ
の
物
を
忘
れ
、
ヒ
ン
ト
が

あ
っ
て
も
思
い
出
せ
な
い
。

認
知
症
の
予
防

　
規
則
正
し
い
生
活
が
認
知
症
の
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
は
、
運
動
・
食
事
を
始
め

と
す
る
生
活
習
慣
病
対
策
を
行
う
こ
と
で

発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
肥
満
な

ど
の
対
策
は
、
脳
血
管
性
認
知
症
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る

健
康
体
操
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
健
康
長
寿
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

認
知
症
に
な
っ
て
も

 
安
心
な
ま
ち
へ

認知症予防効果のある、歩く脳トレ「スクエアステップ」を
行う市民グループ・スマイルステップのみなさん

　
認
知
症
は
、
誰
で
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
厚

生
労
働
省
は
、
平
成
37
年
に
は
認
知
症
高
齢
者
の
数
が
約
７
百
万

人
、
65
歳
以
上
の
約
５
人
に
１
人
に
達
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
な
っ

て
、
住
み
な
れ
た
こ
こ
掛
川
で
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。 

問
　
健
康
長
寿
課
（
☎
21-

１
１
４
２
）

アルツハイマー型認知症

脳血管性認知症オレンジリング

高齢者サロンで
楽しく見守り
　認知症の方にも感情や今までどおり地域
でみんなと暮らしたいという思いがありま
す。市内では、そのような方々の思いを受
け、高齢者サロンや見守り活動などが行わ
れています。

　認知症の母親と同居
を始めたことを機に、
高齢者サロンに興味を
持ちました。県外出身
の母は、知り合いもな
く、1人で家にいるこ
とがほとんどでした。
そこで、母と同じよう
な境遇の方がほかにも

いるのではないかと思い、地元の公会堂を利
用し「初馬団地いきいきサロン」を平成27
年7月に開設しました。
　最初は、約10人の方が参加し、健康講座
を受けるなどの活動を行っていました。現在
は、少し遠出がしたいという声があったので、
月に一度、大手門の音楽祭に参加したり、イ
タリアンレストランへ行ったりといった外へ
出る活動を行っています。参加者はみんな大
変楽しそうで、いつもいきいきとしています。
　周りにはさみしい思いをされている高齢者
の方がきっといます。まずは、そのような方
がいることに気付くことが大事だと思います。
市内では、さまざまなサロン活動が行われて
いると思います。ぜひ、一度みなさんも顔を
出してみてください。

平尾憲司さん（初馬）

相
手
を
理
解
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
る

　
派
手
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
楽
器
や

歌
を
披
露
す
る
と
多
く
の
高
齢
者
は
昔

を
思
い
出
し
た
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

そ
の
笑
顔
が
、
私
た
ち
の
励
み
で
す
。

　
し
か
し
、
中
に
は
認
知
症
な
ど
の
病

気
で
上
手
く
交
流
が
で
き
な
い
方
も
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
に
も
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
講
座
を

受
講
し
ま
し
た
。
認
知
症
の
症
状
や
正

面
か
ら
話
す
と
い
っ
た
接
し
方
な
ど
を

学
び
、
そ
の
後
の
活
動
で
は
、
相
手
を

理
解
し
た
こ
と
で
、
安
心
感
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
話
し
か
け
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
一
度
、
受

講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　今年5月、認知症サポーター養成講座を受講
した、地元でちんどんやの活動をしている「三
井チンドンドリームクラブ」のみなさん
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認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方

　
認
知
症
の
方
の
立
場
で
、
寄
り
添
っ
て

接
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
ゆ
っ
く
り
と
余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

・
穏
や
か
に
、
は
っ
き
り
と
相
手
に
合
わ

　
せ
て
伝
え
る
。

・
驚
か
せ
な
い
。
急
が
せ
な
い
。

・
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
。

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
正
し
く
理
解

　
国
で
は
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
へ

の
応
援
者
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

全
国
で
１
２
０
０
万
人
達
成
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
方

が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
す
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
や
対
応
の

仕
方
を
学
び
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
特
別
に
何
か
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る

応
援
者
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
「
友
人
や
家
族
へ
そ
の

知
識
を
伝
え
る
」
「
気
持
ち
を
理
解
す
る

よ
う
努
め
る
」
な
ど
、
無
理
の
な
い
心
遣

い
で
い
い
の
で
す
。

　
認
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サ
ポ
ー
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に
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支
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目
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と
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、
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に
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る
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レ
ン
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ン
グ
」
が

渡
さ
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ま
す
。
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ま
で
に
電
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で
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し
込
み

認
知
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ど
ん
な
病
気
？

物
忘
れ
と
認
知
症
の
違
い
は
？

　
認
知
症
は
、
い
ろ
い
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な
原
因
で
脳
の

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
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が
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た
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し
た
こ
と
が
原
因
で
、
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ま
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な
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が
い
が
起
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り
、
生
活
す
る
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え
で
支
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が
出
て
い
る
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の
こ
と
で
す
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認
知
症
を
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起
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す
病
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に
は
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脳
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ツ
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出

血
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
「
脳
血
管
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認
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ま
す
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症
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は
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過
去
の
記
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が
抜
け
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し
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記
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や
今
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る
場
所

や
人
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分
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ま
う

見
当
識
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が
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ま
す
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○
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れ

　
会
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が
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な
ど
、
体
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の
一
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て
も
、
ヒ
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ト
が
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る
と
思
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認
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に
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目
の
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の
人
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誰
な
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か
分
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ら
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い

な
ど
、
体
験
そ
の
物
を
忘
れ
、
ヒ
ン
ト
が

あ
っ
て
も
思
い
出
せ
な
い
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認
知
症
の
予
防

　
規
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正
し
い
生
活
が
認
知
症
の
予
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に
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ま
す
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例
え
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ア
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型
認
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運
動
・
食
事
を
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と
す
る
生
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を
行
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で

発
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遅
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せ
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と
が
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ま
す
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圧
症
、
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常
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、
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満
な
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対
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は
、
脳
血
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す
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で
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に
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す
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関
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に
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の
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理
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る
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と
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て
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こ
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で
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。 

問
　
健
康
長
寿
課
（
☎
21-

１
１
４
２
）

アルツハイマー型認知症

脳血管性認知症オレンジリング

高齢者サロンで
楽しく見守り
　認知症の方にも感情や今までどおり地域
でみんなと暮らしたいという思いがありま
す。市内では、そのような方々の思いを受
け、高齢者サロンや見守り活動などが行わ
れています。

　認知症の母親と同居
を始めたことを機に、
高齢者サロンに興味を
持ちました。県外出身
の母は、知り合いもな
く、1人で家にいるこ
とがほとんどでした。
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は、少し遠出がしたいという声があったので、
月に一度、大手門の音楽祭に参加したり、イ
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出る活動を行っています。参加者はみんな大
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の方がきっといます。まずは、そのような方
がいることに気付くことが大事だと思います。
市内では、さまざまなサロン活動が行われて
いると思います。ぜひ、一度みなさんも顔を
出してみてください。

平尾憲司さん（初馬）

相
手
を
理
解
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る
こ
と
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始
ま
る

　
派
手
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
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器
や
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る
と
多
く
の
高
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者
は
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思
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が
、
私
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で
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。

　
し
か
し
、
中
に
は
認
知
症
な
ど
の
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な
い
方
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ま
す
。
そ
の
よ
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に
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で
も
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い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
講
座
を

受
講
し
ま
し
た
。
認
知
症
の
症
状
や
正

面
か
ら
話
す
と
い
っ
た
接
し
方
な
ど
を

学
び
、
そ
の
後
の
活
動
で
は
、
相
手
を

理
解
し
た
こ
と
で
、
安
心
感
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
話
し
か
け
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
一
度
、
受

講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　今年5月、認知症サポーター養成講座を受講
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問教育政策室
　（☎21-1109）掛

川
市
の
水
道
事
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

給
水
量
の
減
少
、
水
源
水
質
に
対

す
る
水
道
管
理
の
強
化
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
更
新
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
計
画
的
に
解

決
し
て
い
く
た
め
に
、
市
は
平
成

28
年
度
に
「
掛
川
市
新
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
1
6
〜
2
0
2
5
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

「
地
域
と
協
働
の
水
道
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
、
「
安
全
安
心

で
良
質
」
な
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
、
水
道
事
業
の
現
状
評
価
と
課

題
、
計
画
的
な
水
道
事
業
の
取
り

組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営

広
域
化
も
視
野
に
入
れ
た
民
間

委
託
の
推
進
と
適
正
な
水
道
料
金

に
よ
る
収
入
の
確
保
を
図
る
こ
と

で
、
資
金
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
水
道
事
業
に
努
め
ま
す
。

水
量
の
確
保

市
内
全
体
の
使
用
量
約
9
割
を

受
水
し
て
い
る
大
井
川
広
域
水
道

企
業
団
と
の
連
携
強
化
と
、
不
測

の
事
態
に
備
え
た
自
己
水
源
の
維

持
と
確
保
に
努
め
ま
す
。

安
全
な
水
道
水
の
供
給

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
検
査
、

水
道
施
設
な
ど
の
日
常
点
検
に
よ

り
、
安
全
安
心
な
水
を
安
定
的
に

供
給
し
て
い
ま
す
。

水
道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
と

耐
震
化

計
画
に
基
づ
い
た
水
道
施
設
の

更
新
、
耐
震
化
事
業
の
実
施
、
需

要
水
量
減
少
を
踏
ま
え
た
水
道
施

設
の
再
構
築
な
ど
を
行
い
ま
す
。

創設100年を迎える歴史ある水道事業

子どもたちの「おいしい」が聞こえる水道づくり
掛川市新水道ビジョン策定

問水道課（☎27-0711）

掛川市水道事業基本計画（平成17年策定）
掛川市水道ビジョン（平成20年策定）

強靭

水道施設の計画的な
更新と耐震化
危機管理の充実や耐震

化の促進により、自然災
害の被害を最小限に抑え
るように構築された水道

持続

健全な経営・水量の
確保
安定的な運営基盤を
継続し、需要者のニー
ズを的確に捉え健全に
持続する水道

安全

安全な水道水の供給

水源から家庭までの
水質を確保し、市民が
いつでも安心して飲む
ことができる水道

水道づくり　50年、100年後を見据えた水道の理想像
新水道ビジョン

基本理念　地域と協働の水道づくり

掛
川
市
教
育
委
員
会
で
は
平
成

28
年
度
、
静
岡
大
学
の
武
井
敦
史

教
授
を
委
員
長
に
、
14
人
の
外
部

委
員
で
「
中
学
校
区
学
園
化
構
想

第
2
ス
テ
ー
ジ
検
討
委
員
会
」
を

計
6
回
開
催
。
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
ひ
ら
く
新
た
な
学
校
づ
く
り

に
向
け
て
検
討
し
、
2
月
28
日
に

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
報
告
書
を
基
に
、
庁
内
委

員
会
や
総
合
教
育
会
議
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
な
ど
を

行
い
「
掛
川
市
小
中
一
貫
教
育
推

進
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
小
中
一
貫
教
育
は
、
中
学
校
区

学
園
化
構
想
の
枠
組
み
を
生
か

し
て
進
め
ま
す
。

②
9
年
間
を
見
通
し
て
授
業
や
行

事
な
ど
を
計
画
し
、
今
ま
で
以

上
に
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

③
地
域
と
学
校
が
一
緒
に
子
ど
も

た
ち
の
教
育
を
考
え
る
仕
組
み

を
つ
く
り
ま
す
。

④
新
し
い
教
育
や
学
校
の
在
り
方

を
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

⑤
子
ど
も
育
成
支
援
協
議
会
や
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
望
ま
し

い
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

⑥
小
中
一
貫
教
育
校
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
学
校
施
設
の
在
り
方

は
、
児
童
生
徒
数
の
推
移
や
地

域
の
意
見
お
よ
び
、
実
情
を
踏

中
学
校
区
学
園
化
構
想
第
2
ス
テ
ー
ジ

か
け
が
わ
型
小
中
一
貫
教
育

推
進
基
本
方
針
の
概
要

ま
え
た
上
で
適
切
な
も
の
を
検

討
し
ま
す
。

⑦
可
能
な
限
り
1
学
年
に
複
数
の

学
級
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

⑧
新
た
な
学
校
施
設
の
在
り
方
と

し
て
、
教
育
施
設
や
そ
の
ほ
か

公
共
施
設
の
複
合
化
・
多
機
能

化
も
含
め
て
考
え
ま
す
。

　小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
今
ま
で
以
上
に
次
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
変
わ
る

○
幅
広
い
学
年
や
地
域
の
方
と
の

　交
流
で
…

・
憧
れ
や
目
標
が
よ
り
身
近
に

・
思
い
や
り
や
社
会
性
の
成
長

○
小
学
校
と
中
学
校
の
な
め
ら
か

　な
接
続
で
…

・
進
学
に
お
け
る
不
安
の
減
少

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
効
果

・
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
緩
和

授
業
が
変
わ
る

○
9
年
間
の
学
び
と
育
ち
を
考
え

　た
教
育
計
画
で
…

・
各
教
科
の
系
統
性
あ
る
指
導

・
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
学
び

・
小
中
学
校
共
通
実
践
の
取
り
組

　み
○
教
員
の
専
門
性
を
生
か
し
た
指

　導
で
…

・
学
習
意
欲
の
向
上

・
発
展
的
な
学
習
へ
の
取
り
組
み

・
学
習
習
慣
の
定
着

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
中
か
ら
、
主
な
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。

　小
中
一
貫
教
育
と
は
、
小

中
学
校
を
統
合
し
、
1
つ
の

学
校
で
教
育
を
行
う
こ
と
で

す
か
。

　小
学
校
と
中
学
校
が
教
育

方
針
を
共
有
し
、
一
貫
し
た

教
育
を
行
う
も
の
で
す
。

　施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
が
あ
り
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
よ
り
よ
い
形
態
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　6
年
生
は
責
任
感
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
機

会
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
機

会
は
保
障
し
て
ほ
し
い
。

　教
育
段
階
の
区
切
り
を
明

確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
、
責
任
感
や
リ
ー
ダ
ー
性

を
発
揮
で
き
る
場
を
設
定
し

ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
と
関

わ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
成
長

で
き
る
機
会
も
多
く
あ
る
と

考
え
ま
す
。

地域の民謡を伝承する会（栄川学園）

小中学生合同の防災学習（原野谷学園）

は
じ
め
よ
う
！

笠原　想さん（中小学校6年）
こころ

QQ AA

大井川源流

じん
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掛川市水道事業基本計画（平成17年策定）
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水道施設の計画的な
更新と耐震化
危機管理の充実や耐震

化の促進により、自然災
害の被害を最小限に抑え
るように構築された水道

持続

健全な経営・水量の
確保
安定的な運営基盤を
継続し、需要者のニー
ズを的確に捉え健全に
持続する水道

安全

安全な水道水の供給

水源から家庭までの
水質を確保し、市民が
いつでも安心して飲む
ことができる水道

水道づくり　50年、100年後を見据えた水道の理想像
新水道ビジョン

基本理念　地域と協働の水道づくり
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井
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の
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、
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に
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の
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い
「
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市
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中
一
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、
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で
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に
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子
ど
も

た
ち
の
教
育
を
考
え
る
仕
組
み

を
つ
く
り
ま
す
。

④
新
し
い
教
育
や
学
校
の
在
り
方

を
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

⑤
子
ど
も
育
成
支
援
協
議
会
や
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
望
ま
し

い
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

⑥
小
中
一
貫
教
育
校
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
学
校
施
設
の
在
り
方

は
、
児
童
生
徒
数
の
推
移
や
地

域
の
意
見
お
よ
び
、
実
情
を
踏

中
学
校
区
学
園
化
構
想
第
2
ス
テ
ー
ジ

か
け
が
わ
型
小
中
一
貫
教
育

推
進
基
本
方
針
の
概
要

ま
え
た
上
で
適
切
な
も
の
を
検

討
し
ま
す
。

⑦
可
能
な
限
り
1
学
年
に
複
数
の

学
級
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

⑧
新
た
な
学
校
施
設
の
在
り
方
と

し
て
、
教
育
施
設
や
そ
の
ほ
か

公
共
施
設
の
複
合
化
・
多
機
能

化
も
含
め
て
考
え
ま
す
。

　小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
今
ま
で
以
上
に
次
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
変
わ
る

○
幅
広
い
学
年
や
地
域
の
方
と
の

　交
流
で
…

・
憧
れ
や
目
標
が
よ
り
身
近
に

・
思
い
や
り
や
社
会
性
の
成
長

○
小
学
校
と
中
学
校
の
な
め
ら
か

　な
接
続
で
…

・
進
学
に
お
け
る
不
安
の
減
少

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
効
果

・
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
緩
和

授
業
が
変
わ
る

○
9
年
間
の
学
び
と
育
ち
を
考
え

　た
教
育
計
画
で
…

・
各
教
科
の
系
統
性
あ
る
指
導

・
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
学
び

・
小
中
学
校
共
通
実
践
の
取
り
組

　み
○
教
員
の
専
門
性
を
生
か
し
た
指

　導
で
…

・
学
習
意
欲
の
向
上

・
発
展
的
な
学
習
へ
の
取
り
組
み

・
学
習
習
慣
の
定
着

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
中
か
ら
、
主
な
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。

　小
中
一
貫
教
育
と
は
、
小

中
学
校
を
統
合
し
、
1
つ
の

学
校
で
教
育
を
行
う
こ
と
で

す
か
。

　小
学
校
と
中
学
校
が
教
育

方
針
を
共
有
し
、
一
貫
し
た

教
育
を
行
う
も
の
で
す
。

　施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
が
あ
り
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
よ
り
よ
い
形
態
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　6
年
生
は
責
任
感
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
機

会
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
機

会
は
保
障
し
て
ほ
し
い
。

　教
育
段
階
の
区
切
り
を
明

確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
、
責
任
感
や
リ
ー
ダ
ー
性

を
発
揮
で
き
る
場
を
設
定
し

ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
と
関

わ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
成
長

で
き
る
機
会
も
多
く
あ
る
と

考
え
ま
す
。

地域の民謡を伝承する会（栄川学園）

小中学生合同の防災学習（原野谷学園）

は
じ
め
よ
う
！

笠原　想さん（中小学校6年）
こころ

QQ AA

大井川源流

じん
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月3日（日）市総合防災訓練
「自助」の力を高め、「共助」で支え合う9月1日は「水の日」

「水」について考えてみませんか?8

特　別養護老人ホームの入所についてみなさんからの質問にお答えします
問学務課
　（☎21-1155） 新学校給食センター完成

さかがわ学校給食センター

問
　

介
護
の
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
り
た
い
と
思
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。
ま
た
、
ほ
か
の
入
所
施
設

は
あ
り
ま
す
か
?

答
　

介
護
の
必
要
性
が
高
い
待

機
者
は
、
お
お
む
ね
1
年
以

内
に
は
入
所
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

6
月
30
日
に
県
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
1
月
1

日
現
在
、
県
内
2
9
2
施
設
で

8
6
9
5
人
、
必
要
性
の
高
い
方

は
7
5
3
人
で
し
た
。
掛
川
市
の

待
機
者
数
は
3
5
2
人
、
必
要
性

の
高
い
方
は
25
人
と
い
う
状
況
で

す
。入

所
す
る
条
件
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
要
介
護
度
3
以
上
の
方
に

限
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
要
介
護
度

1
ま
た
は
2
で
も
、
認
知
症
な
ど

で
住
宅
生
活
が
困
難
な
場
合
は
、

特
例
と
し
て
入
所
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

入
所
の
優
先
順
位
は
、
各
施
設

を
運
営
す
る
法
人
が
定
期
的
に
判

定
会
を
開
き
、
本
人
の
心
身
状

態
、
介
護
者
の
状
況
な
ど
を
加
味

し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。
市
内
で

は
年
間
1
7
0
人
前
後
の
退
所
者

が
あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
の
必
要

性
が
高
い
待
機
者
は
、
お
お
む
ね

1
年
以
内
に
は
入
所
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
市
内
に
は
介
護
保
険
で

入
所
で
き
る
施
設
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
ほ
か
、
老
人
保
健

施
設
、
療
養
型
施
設
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

18
施
設
あ
り
ま
す
。
そ
の
定
員
は

1
4
8
8
人
で
、
6
月
1
日
現
在

1
3
8
6
人
が
入
所
さ
れ
て
い
ま

す
。

問危機管理課
　（☎21-1131）
　

問水道課
　（☎27-0769）

問健康長寿課
　（☎21-1196）

  

健
康
の
た
め
の
「
水
」

①
水
分
不
足
は
健
康
障
害
の
リ
ス

ク
要
因
に

水
分
の
摂
取
不
足
は
、
熱
中

症
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の

リ
ス
ク
要
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
脱
水
に
よ
る
健
康
障
害
な

ど
の
予
防
に
は
、
寝
る
前
、
起
床

時
、
ス
ポ
ー
ツ
中
お
よ
び
、
そ
の

前
後
、
入
浴
前
後
な
ど
の
こ
ま
め

な
水
分
補
給
が
重
要
で
す
。

②
体
内
の
何
%
の
水
分
が
失
わ
れ

る
と
危
険
な
の
で
し
ょ
う
か
?

　

　5
%
で
、
脱
水
症
や
熱
中
症
な

ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
10
%

で
、
筋
肉
の
け
い
れ
ん
、
循
環
不

全
な
ど
が
お
こ
り
ま
す
。
20
%

で
、
死
に
至
り
ま
す
。

③
効
果
的
な
水
分
補
給
を

一
度
に
大
量
の
水
分
を
摂
取
し

て
も
体
に
必
要
な
量
が
満
た
さ
れ

て
し
ま
え
ば
、
余
分
な
水
分
は
体

外
に
出
て
し
ま
い
、
腎
臓
へ
の
負

担
や
む
く
み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

コ
ッ
プ
1
杯
分
程
度
の
水
分
を
、
こ

ま
め
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

  

災
害
時
の
「
水
」
の
備
蓄

運
動
を
し
て
い
な
い
比
較
的
安

静
な
生
活
を
送
っ
て
い
て
も
、
呼

吸
や
汗
な
ど
で
体
か
ら
失
わ
れ
る

約
2.5
㍑
の
水
分
摂
取
が
毎
日
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
災
害
時
に
備

え
一
人
1
日
3
㍑
、
救
援
物
資
が

届
く
ま
で
の
7
日
分
を
備
蓄
し
ま

し
ょ
う
。

  

ろ
う
水
の
早
期
発
見

ろ
う
水
の
早
期
発
見
は
、
断
水

な
ど
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

発
見
し
た
場
合
は
、
対
応
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
道
路
上
の
ろ
う
水
を
発
見
し
た

場
合
は
至
急
水
道
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

②
宅
内
で
ろ
う
水
を
発
見
し
た
場

合
、
第
一
止
水
栓
（
敷
地
に
入
っ

て
最
初
の
バ
ル
ブ
）
か
ら
敷
地
側

の
修
繕
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
水
道
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨
年
7
月
か
ら
建
設
を
進
め
て

き
た
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
さ

か
が
わ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が

7
月
に
完
成
し
、
9
月
1
日
か
ら

供
用
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
掛
川
区
域
の
14
小
学

校
と
1
幼
稚
園
は
、
小
学
校
に
併

設
さ
れ
て
い
た
8
か
所
の
給
食
調

理
場
で
調
理
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
老
朽
化

が
著
し
か
っ
た
た
め
、
近
年
の
厳

し
い
衛
生
基
準
を
遵
守
で
き
る
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
調

理
場
を
1
か
所
に
統
合
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

さ
か
が
わ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
た
ま
り
〜
な
北
側
の
新
エ
コ

ポ
リ
ス
内
に
総
事
業
費
24
億
円
で

建
設
さ
れ
、
こ
の
完
成
に
よ
り
、

市
内
の
学
校
給
食
は
、
4
か
所
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ

ま
す
。

■
名
称

さ
か
が
わ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
25

-

6
7
7
7
）

■
供
用
開
始

平
成
29
年
9
月
1
日

■
調
理
能
力

6
0
0
0
食
（
2
献
立
）

■
施
設
概
要

鉄
骨
造
一
部
2
階
建
て

延
べ
床
面
積
2
5
7
1
平
方
㍍

■
所
在
地

逆
川
6
5
3

-

15

■
配
送
対
象

掛
川
区
域
15
小
学
校
、
1
幼
稚

園

■
発
災
後
の
避
難
所
の
運
営
を
中
心
に

大
規
模
災
害
で
開
設
す
る
広
域
避
難
所
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
女
性

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
者
が
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
外
か
ら

の
支
援
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
守
る

た
め
、
自
主
防
災
会
が
主
体
と
な
る
広
域
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

■
訓
練
へ
の
参
加
と
、
家
庭
で
の

備
え
の
見
直
し
を
!

防
災
訓
練
は
、
家
庭
の
備
え
を

見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

☆
水
、
食
料
、
生
活
必
需
品
な
ど

　7
日
分
の
備
蓄
品
の
点
検

☆
家
具
、
家
電
の
固
定
な
ど
安
全

対
策
の
実
施
、
確
認

☆
掛
川
市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
家
庭
避
難
計
画
）
の
作
成

☆
訓
練
に
家
族
全
員
で
参
加

■
掛
川
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登

録
を土

砂
災
害
警
戒
情
報
や
大
雨
警

報
、
同
報
無
線
放
送
な
ど
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
受
信
で
き
ま
す
。

■
防
災
ラ
ジ
オ
の
活
用

同
報
無
線
放
送
を
屋
内
で
聞
け

る
防
災
ラ
ジ
オ
の
設
置
は
済
ん
で

い
ま
す
か
?
1
世
帯
に
1
台
ま

で
、
無
償
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。

■
同
報
無
線
放
送
が
流
れ
ま
す

午
前
9
時
こ
ろ
か
ら
緊
急
地
震
速

報
や
大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
。

■
医
療
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

災
害
時
、
市
内
の
救
護
所
で
医
療

救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
す

る
「
看
護
師
・
保
健
師
・
理
学
療
法

士
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掛川市メー
ルマガジン

▲防災ラジオ

 掛川市 　　117,685 9 610
 静岡県 3,747,150 292 18,304

 掛川市
 静岡県

特別養護老人ホームの施設・定員数
 人口 施設数 　定員数

 352 118 25
 8,695 2,808 753

入所希望者数
実人数 在宅6か月以内 必要性高い

内
覧
会
を
開
催
し
ま
す

と
き

　8
月
9
日
㈬

　
　
　午
後
2
時
〜
4
時

※
上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
な

ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

9 8
KOHO  KAKEGAWA  2017.8



月3日（日）市総合防災訓練
「自助」の力を高め、「共助」で支え合う9月1日は「水の日」

「水」について考えてみませんか?8

特　別養護老人ホームの入所についてみなさんからの質問にお答えします
問学務課
　（☎21-1155） 新学校給食センター完成

さかがわ学校給食センター

問
　

介
護
の
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
り
た
い
と
思
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。
ま
た
、
ほ
か
の
入
所
施
設

は
あ
り
ま
す
か
?

答
　

介
護
の
必
要
性
が
高
い
待

機
者
は
、
お
お
む
ね
1
年
以

内
に
は
入
所
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

6
月
30
日
に
県
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
1
月
1

日
現
在
、
県
内
2
9
2
施
設
で

8
6
9
5
人
、
必
要
性
の
高
い
方

は
7
5
3
人
で
し
た
。
掛
川
市
の

待
機
者
数
は
3
5
2
人
、
必
要
性

の
高
い
方
は
25
人
と
い
う
状
況
で

す
。入

所
す
る
条
件
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
要
介
護
度
3
以
上
の
方
に

限
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
要
介
護
度

1
ま
た
は
2
で
も
、
認
知
症
な
ど

で
住
宅
生
活
が
困
難
な
場
合
は
、

特
例
と
し
て
入
所
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

入
所
の
優
先
順
位
は
、
各
施
設

を
運
営
す
る
法
人
が
定
期
的
に
判

定
会
を
開
き
、
本
人
の
心
身
状

態
、
介
護
者
の
状
況
な
ど
を
加
味

し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。
市
内
で

は
年
間
1
7
0
人
前
後
の
退
所
者

が
あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
の
必
要

性
が
高
い
待
機
者
は
、
お
お
む
ね

1
年
以
内
に
は
入
所
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
市
内
に
は
介
護
保
険
で

入
所
で
き
る
施
設
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
ほ
か
、
老
人
保
健

施
設
、
療
養
型
施
設
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

18
施
設
あ
り
ま
す
。
そ
の
定
員
は

1
4
8
8
人
で
、
6
月
1
日
現
在

1
3
8
6
人
が
入
所
さ
れ
て
い
ま

す
。

問危機管理課
　（☎21-1131）
　

問水道課
　（☎27-0769）

問健康長寿課
　（☎21-1196）

  

健
康
の
た
め
の
「
水
」

①
水
分
不
足
は
健
康
障
害
の
リ
ス

ク
要
因
に

水
分
の
摂
取
不
足
は
、
熱
中

症
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の

リ
ス
ク
要
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
脱
水
に
よ
る
健
康
障
害
な

ど
の
予
防
に
は
、
寝
る
前
、
起
床

時
、
ス
ポ
ー
ツ
中
お
よ
び
、
そ
の

前
後
、
入
浴
前
後
な
ど
の
こ
ま
め

な
水
分
補
給
が
重
要
で
す
。

②
体
内
の
何
%
の
水
分
が
失
わ
れ

る
と
危
険
な
の
で
し
ょ
う
か
?

　

　5
%
で
、
脱
水
症
や
熱
中
症
な

ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
10
%

で
、
筋
肉
の
け
い
れ
ん
、
循
環
不

全
な
ど
が
お
こ
り
ま
す
。
20
%

で
、
死
に
至
り
ま
す
。

③
効
果
的
な
水
分
補
給
を

一
度
に
大
量
の
水
分
を
摂
取
し

て
も
体
に
必
要
な
量
が
満
た
さ
れ

て
し
ま
え
ば
、
余
分
な
水
分
は
体

外
に
出
て
し
ま
い
、
腎
臓
へ
の
負

担
や
む
く
み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

コ
ッ
プ
1
杯
分
程
度
の
水
分
を
、
こ

ま
め
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

  

災
害
時
の
「
水
」
の
備
蓄

運
動
を
し
て
い
な
い
比
較
的
安

静
な
生
活
を
送
っ
て
い
て
も
、
呼

吸
や
汗
な
ど
で
体
か
ら
失
わ
れ
る

約
2.5
㍑
の
水
分
摂
取
が
毎
日
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
災
害
時
に
備

え
一
人
1
日
3
㍑
、
救
援
物
資
が

届
く
ま
で
の
7
日
分
を
備
蓄
し
ま

し
ょ
う
。

  

ろ
う
水
の
早
期
発
見

ろ
う
水
の
早
期
発
見
は
、
断
水

な
ど
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

発
見
し
た
場
合
は
、
対
応
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
道
路
上
の
ろ
う
水
を
発
見
し
た

場
合
は
至
急
水
道
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

②
宅
内
で
ろ
う
水
を
発
見
し
た
場

合
、
第
一
止
水
栓
（
敷
地
に
入
っ

て
最
初
の
バ
ル
ブ
）
か
ら
敷
地
側

の
修
繕
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
水
道
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨
年
7
月
か
ら
建
設
を
進
め
て

き
た
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
さ

か
が
わ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が

7
月
に
完
成
し
、
9
月
1
日
か
ら

供
用
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
掛
川
区
域
の
14
小
学

校
と
1
幼
稚
園
は
、
小
学
校
に
併

設
さ
れ
て
い
た
8
か
所
の
給
食
調

理
場
で
調
理
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
老
朽
化

が
著
し
か
っ
た
た
め
、
近
年
の
厳

し
い
衛
生
基
準
を
遵
守
で
き
る
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
調

理
場
を
1
か
所
に
統
合
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

さ
か
が
わ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
た
ま
り
〜
な
北
側
の
新
エ
コ

ポ
リ
ス
内
に
総
事
業
費
24
億
円
で

建
設
さ
れ
、
こ
の
完
成
に
よ
り
、

市
内
の
学
校
給
食
は
、
4
か
所
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ

ま
す
。

■
名
称

さ
か
が
わ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
25

-

6
7
7
7
）

■
供
用
開
始

平
成
29
年
9
月
1
日

■
調
理
能
力

6
0
0
0
食
（
2
献
立
）

■
施
設
概
要

鉄
骨
造
一
部
2
階
建
て

延
べ
床
面
積
2
5
7
1
平
方
㍍

■
所
在
地

逆
川
6
5
3

-

15

■
配
送
対
象

掛
川
区
域
15
小
学
校
、
1
幼
稚

園

■
発
災
後
の
避
難
所
の
運
営
を
中
心
に

大
規
模
災
害
で
開
設
す
る
広
域
避
難
所
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
女
性

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
者
が
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
外
か
ら

の
支
援
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
守
る

た
め
、
自
主
防
災
会
が
主
体
と
な
る
広
域
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

■
訓
練
へ
の
参
加
と
、
家
庭
で
の

備
え
の
見
直
し
を
!

防
災
訓
練
は
、
家
庭
の
備
え
を

見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

☆
水
、
食
料
、
生
活
必
需
品
な
ど

　7
日
分
の
備
蓄
品
の
点
検

☆
家
具
、
家
電
の
固
定
な
ど
安
全

対
策
の
実
施
、
確
認

☆
掛
川
市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
家
庭
避
難
計
画
）
の
作
成

☆
訓
練
に
家
族
全
員
で
参
加

■
掛
川
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登

録
を土

砂
災
害
警
戒
情
報
や
大
雨
警

報
、
同
報
無
線
放
送
な
ど
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
受
信
で
き
ま
す
。

■
防
災
ラ
ジ
オ
の
活
用

同
報
無
線
放
送
を
屋
内
で
聞
け

る
防
災
ラ
ジ
オ
の
設
置
は
済
ん
で

い
ま
す
か
?
1
世
帯
に
1
台
ま

で
、
無
償
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。

■
同
報
無
線
放
送
が
流
れ
ま
す

午
前
9
時
こ
ろ
か
ら
緊
急
地
震
速

報
や
大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
。

■
医
療
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

災
害
時
、
市
内
の
救
護
所
で
医
療

救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
す

る
「
看
護
師
・
保
健
師
・
理
学
療
法

士
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掛川市メー
ルマガジン

▲防災ラジオ

 掛川市 　　117,685 9 610
 静岡県 3,747,150 292 18,304

 掛川市
 静岡県

特別養護老人ホームの施設・定員数
 人口 施設数 　定員数

 352 118 25
 8,695 2,808 753

入所希望者数
実人数 在宅6か月以内 必要性高い

内
覧
会
を
開
催
し
ま
す

と
き

　8
月
9
日
㈬

　
　
　午
後
2
時
〜
4
時

※
上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
な

ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

乳
歯
に
は
、
乳
歯
の
役
割
が
あ
り
ま

す
。
骨
格
の
成
長
、
永
久
歯
が
生
え
始
め

る
ま
で
、
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
虫
歯
な
ど
で
、
本
来
の
役
割
を
全

う
出
来
な
い
と
、
永
久
歯
自
体
に
も
、
歯

並
び
に
も
悪
影
響
と
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
永
久
歯
は
、
6
歳
こ
ろ
に
生

え
始
め
ま
す
。
乳
歯
は
下
あ
ご
の
前
歯
ま

た
は
、
下
あ
ご
の
1
番
奥
の
歯
（
6
歳
臼

歯
）
か
ら
生
え
出
す
な
ど
、
上
下
で
同
じ

場
所
の
歯
は
、
下
あ
ご
か
ら
生
え
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

12
歳
こ
ろ
、
全
て
が
永
久
歯
と
な
る
の

が
一
般
的
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
早
い
時
期

に
、
全
て
永
久
歯
に
生
え
変

わ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
中
学

生
、
時
に
は
高
校
生
ま
で
乳

歯
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
個
人
差
が
あ
る
た
め
、

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
（
親

知
ら
ず
は
除
外
）
。

乳
歯
が
永
久
歯
へ
生
え
変

わ
る
と
き
、
次
の
症
状
が
あ

る
方
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

衣
服
な
ど
を
か
む
、
口
呼
吸
（
口
唇
が

荒
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
）
な
ど

原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
ほ
ど
、
そ

の
改
善
に
よ
り
、
自
然
と
治
る
こ
と
も
多

い
で
す
。

自
然
と
治
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
。
歯

並
び
へ
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
骨
格
（
成

長
）
に
影
響
す
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

指
し
ゃ
ぶ
り
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
を
!

その88

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
結
果
に
つ
い
て

は
、
予
想
通
り
と
い
う
か
、
予
想
以
上
と

い
う
か
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
の
圧

勝
で
し
た
。
改
選
前
の
6
議
席
か
ら
55
議

席
を
獲
得
し
、
代
表
の
小
池
都
知
事
の

「
情
報
公
開
の
徹
底
」
な
ど
の
行
政
改
革

的
発
信
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
「
都
議
会
を
し
っ
か
り
変
え

ろ
、
今
ま
で
の
し
が
ら
み
を
無
く
せ
」
と

い
う
都
民
の
声
が
選
挙
結
果
に
強
く
現
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ

れ
ま
で
の
都
議
会
の
古
い
政
治
姿
勢
・
体

質
を
小
池
都
知
事
が
う
ま
く
批
判
し
た
戦

術
が
功
を
奏
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
安
倍
政
権
に
対
す
る
不
信
感

な
ど
国
政
問
題
が
大
き
く
影
響
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
森
友
、
加
計
学

園
」
を
巡
る
疑
惑
に
対
す
る
政
府
の
不
十

分
な
説
明
や
「
忖
度
」
と
い
う
不
明
瞭
な

行
政
手
法
に
も
批
判
的
な
都
民
が
多
か
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
「
忖
度
」
と
は
上

司
の
意
を
推
し
測
っ
て
部
下
が
物
事
を
進

め
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
往
々
に
し
て

「
忖
度
」
が
独
り
歩
き
を
し
て
し
ま
う
恐

れ
の
あ
る
要
注
意
な
行
為
で
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
閉
会
中
の
予

算
委
員
会
で
集
中
審
議
が
行
わ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
疑
惑
が
解
明
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
ち
な
み
に
7
月
17
日

の
新
聞
報
道
（
共
同
通
信
社
に
よ
る
世
論

調
査
）
で
安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
前
月
比

9
・
1
ポ
イ
ン
ト
減
の
35
・
8
ポ
イ
ン
ト

に
急
落
し
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
与
党

内
で
は
「
首
相
の
お
ご
り
が
最
大
の
原
因

だ
」
と
の
指
摘
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
権
限
の
あ
る
者
は
常
に
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
池
都
知
事
は
「
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会
」
の
代
表
と
し
て
都
議
選
を
戦

い
ま
し
た
の
で
、
「
二
元
代
表
制
の
原

則
」
が
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
を

抱
き
ま
し
た
。
首
長
の
行
政
運
営
を
議
会

が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
緊
張
関
係
を
保

ち
、
行
政
を
健
全
に
進
め
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
わ
け
で
す
。
小
池
都
知
事
は
「
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
の
代
表
を
既
に
辞

任
し
ま
し
た
が
、
二
元
代
表
の
双
方
の

ト
ッ
プ
に
同
じ
人
が
就
く
こ
と
は
、
大
統

領
制
を
執
る
地
方
自
治
に
反
す
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
橋
本
前
大
阪
府
知

事
も
「
大
阪
維
新
の
会
」
の
代
表
を
務
め

た
経
緯
な
ど
を
考
え
る
と
、
規
模
の
大
き

い
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
で
は
、
地

方
の
時
代
や
道
州
制
の
実
現
な
ど
を
視
野

に
入
れ
、
地
方
議
会
に
お
け
る
議
院
内
閣

制
や
地
域
政
党
（
ロ
ー
カ
ル
パ
ー
テ
ィ
）

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
イ
ギ
リ
ス

の
よ
う
に
経
済
的
な
停
滞
局
面
と
同
時
に

一
種
の
思
想
的
空
白
状
況
が
や
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
意
見
も
あ
り

ま
す
の
で
、
議
会
と
行
政
が
「
二
元
代
表

制
の
原
則
」
の
基
に
知
恵
を
出
し
、
あ
る

意
味
で
は
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
持
続
発

展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
掛
川
市
で
は
、
4
月
の

市
議
会
議
員
選
挙
で
新
人
議
員
が
9
人
、

女
性
議
員
が
4
人
と
な
り
、
年
齢
構
成
も

大
幅
に
若
返
り
ま
し
た
の
で
、
旧
来
の
し

が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
様
性
を
尊
重

す
る
中
で
、
一
体
感
を
崩
す
こ
と
の
な
い

発
展
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

の
し
っ
か
り
し
た
議
論
が
展
開
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」の
圧
勝
に
つ
い
て
考
え
る

乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ

③
上
下
の
真
ん
中

　が
ず
れ
て
い
る

小笠掛川歯科医師会　その42
（☎22-6120）

受
け
口
と
は
、
下
の
前
歯
が
上
の
前
歯

よ
り
前
に
出
て
い
る
状
態
で
す
。
自
然
と

治
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
歯
の
う
ち
の
方
が
改
善
し
や
す
く
、

永
久
歯
に
な
っ
て
も
な
ら
な
い
確
率
が
上

が
り
ま
す
。

何
か
し
ら
の
「
癖
」
が
関
係
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

癖
は
、
長
く
続
く
ほ
ど
治
す
の
が
難
し

く
、
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
並
び
や
発
音
へ
の
影
響
は
も
ち
ろ

ん
、
骨
格
（
成
長
）
へ
影
響
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

例
　指
し
ゃ
ぶ
り
（
4
歳
こ
ろ
ま
で
に
や

め
る
の
が
理
想
）
、
舌
を
前
に
出
す
、

そ
ん
た
く

①
受
け
口

　（反
対
咬
合
）

こ
う

ご
う

②
上
下
の
前
歯
が

　咬
ま
な
い（
開
咬
）

か
い

か

こ
う
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小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

乳
歯
に
は
、
乳
歯
の
役
割
が
あ
り
ま

す
。
骨
格
の
成
長
、
永
久
歯
が
生
え
始
め

る
ま
で
、
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
虫
歯
な
ど
で
、
本
来
の
役
割
を
全

う
出
来
な
い
と
、
永
久
歯
自
体
に
も
、
歯

並
び
に
も
悪
影
響
と
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
永
久
歯
は
、
6
歳
こ
ろ
に
生

え
始
め
ま
す
。
乳
歯
は
下
あ
ご
の
前
歯
ま

た
は
、
下
あ
ご
の
1
番
奥
の
歯
（
6
歳
臼

歯
）
か
ら
生
え
出
す
な
ど
、
上
下
で
同
じ

場
所
の
歯
は
、
下
あ
ご
か
ら
生
え
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

12
歳
こ
ろ
、
全
て
が
永
久
歯
と
な
る
の

が
一
般
的
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
早
い
時
期

に
、
全
て
永
久
歯
に
生
え
変

わ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
中
学

生
、
時
に
は
高
校
生
ま
で
乳

歯
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
個
人
差
が
あ
る
た
め
、

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
（
親

知
ら
ず
は
除
外
）
。

乳
歯
が
永
久
歯
へ
生
え
変

わ
る
と
き
、
次
の
症
状
が
あ

る
方
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

衣
服
な
ど
を
か
む
、
口
呼
吸
（
口
唇
が

荒
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
）
な
ど

原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
ほ
ど
、
そ

の
改
善
に
よ
り
、
自
然
と
治
る
こ
と
も
多

い
で
す
。

自
然
と
治
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
。
歯

並
び
へ
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
骨
格
（
成

長
）
に
影
響
す
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

指
し
ゃ
ぶ
り
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
を
!

その88

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
結
果
に
つ
い
て

は
、
予
想
通
り
と
い
う
か
、
予
想
以
上
と

い
う
か
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
の
圧

勝
で
し
た
。
改
選
前
の
6
議
席
か
ら
55
議

席
を
獲
得
し
、
代
表
の
小
池
都
知
事
の

「
情
報
公
開
の
徹
底
」
な
ど
の
行
政
改
革

的
発
信
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
「
都
議
会
を
し
っ
か
り
変
え

ろ
、
今
ま
で
の
し
が
ら
み
を
無
く
せ
」
と

い
う
都
民
の
声
が
選
挙
結
果
に
強
く
現
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ

れ
ま
で
の
都
議
会
の
古
い
政
治
姿
勢
・
体

質
を
小
池
都
知
事
が
う
ま
く
批
判
し
た
戦

術
が
功
を
奏
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
安
倍
政
権
に
対
す
る
不
信
感

な
ど
国
政
問
題
が
大
き
く
影
響
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
森
友
、
加
計
学

園
」
を
巡
る
疑
惑
に
対
す
る
政
府
の
不
十

分
な
説
明
や
「
忖
度
」
と
い
う
不
明
瞭
な

行
政
手
法
に
も
批
判
的
な
都
民
が
多
か
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
「
忖
度
」
と
は
上

司
の
意
を
推
し
測
っ
て
部
下
が
物
事
を
進

め
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
往
々
に
し
て

「
忖
度
」
が
独
り
歩
き
を
し
て
し
ま
う
恐

れ
の
あ
る
要
注
意
な
行
為
で
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
閉
会
中
の
予

算
委
員
会
で
集
中
審
議
が
行
わ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
疑
惑
が
解
明
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
ち
な
み
に
7
月
17
日

の
新
聞
報
道
（
共
同
通
信
社
に
よ
る
世
論

調
査
）
で
安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
前
月
比

9
・
1
ポ
イ
ン
ト
減
の
35
・
8
ポ
イ
ン
ト

に
急
落
し
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
与
党

内
で
は
「
首
相
の
お
ご
り
が
最
大
の
原
因

だ
」
と
の
指
摘
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
権
限
の
あ
る
者
は
常
に
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
池
都
知
事
は
「
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会
」
の
代
表
と
し
て
都
議
選
を
戦

い
ま
し
た
の
で
、
「
二
元
代
表
制
の
原

則
」
が
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
を

抱
き
ま
し
た
。
首
長
の
行
政
運
営
を
議
会

が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
緊
張
関
係
を
保

ち
、
行
政
を
健
全
に
進
め
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
わ
け
で
す
。
小
池
都
知
事
は
「
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
の
代
表
を
既
に
辞

任
し
ま
し
た
が
、
二
元
代
表
の
双
方
の

ト
ッ
プ
に
同
じ
人
が
就
く
こ
と
は
、
大
統

領
制
を
執
る
地
方
自
治
に
反
す
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
橋
本
前
大
阪
府
知

事
も
「
大
阪
維
新
の
会
」
の
代
表
を
務
め

た
経
緯
な
ど
を
考
え
る
と
、
規
模
の
大
き

い
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
で
は
、
地

方
の
時
代
や
道
州
制
の
実
現
な
ど
を
視
野

に
入
れ
、
地
方
議
会
に
お
け
る
議
院
内
閣

制
や
地
域
政
党
（
ロ
ー
カ
ル
パ
ー
テ
ィ
）

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
イ
ギ
リ
ス

の
よ
う
に
経
済
的
な
停
滞
局
面
と
同
時
に

一
種
の
思
想
的
空
白
状
況
が
や
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
意
見
も
あ
り

ま
す
の
で
、
議
会
と
行
政
が
「
二
元
代
表

制
の
原
則
」
の
基
に
知
恵
を
出
し
、
あ
る

意
味
で
は
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
持
続
発

展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
掛
川
市
で
は
、
4
月
の

市
議
会
議
員
選
挙
で
新
人
議
員
が
9
人
、

女
性
議
員
が
4
人
と
な
り
、
年
齢
構
成
も

大
幅
に
若
返
り
ま
し
た
の
で
、
旧
来
の
し

が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
様
性
を
尊
重

す
る
中
で
、
一
体
感
を
崩
す
こ
と
の
な
い

発
展
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

の
し
っ
か
り
し
た
議
論
が
展
開
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」の
圧
勝
に
つ
い
て
考
え
る

乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ

③
上
下
の
真
ん
中

　が
ず
れ
て
い
る

小笠掛川歯科医師会　その42
（☎22-6120）

受
け
口
と
は
、
下
の
前
歯
が
上
の
前
歯

よ
り
前
に
出
て
い
る
状
態
で
す
。
自
然
と

治
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
歯
の
う
ち
の
方
が
改
善
し
や
す
く
、

永
久
歯
に
な
っ
て
も
な
ら
な
い
確
率
が
上

が
り
ま
す
。

何
か
し
ら
の
「
癖
」
が
関
係
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

癖
は
、
長
く
続
く
ほ
ど
治
す
の
が
難
し

く
、
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
並
び
や
発
音
へ
の
影
響
は
も
ち
ろ

ん
、
骨
格
（
成
長
）
へ
影
響
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

例
　指
し
ゃ
ぶ
り
（
4
歳
こ
ろ
ま
で
に
や

め
る
の
が
理
想
）
、
舌
を
前
に
出
す
、

そ
ん
た
く

①
受
け
口

　（反
対
咬
合
）

こ
う

ご
う

②
上
下
の
前
歯
が

　咬
ま
な
い（
開
咬
）

か
い

か

こ
う
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対　象：乳幼児と保護者
中　央：9月   1日・ 8日（金）午前10時30分～11時
大　東：9月   1日・ 8日（金）午前10時30分～11時
大須賀：9月 15日・22日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

小笠掛川急患診療所

・健診、講座の問い合わせ 健康づくり課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 9月9日（土）・23日（土・祝） 午後3時～3時30分
大　東：9月2日・16日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 9月9日（土） 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：9月15日（金）午前10時30分～11時　

絵

F.スコット・フィッツ
ジェラルド/著
（風濤社）

『テーブルマナーの絵本』
髙野紀子/作（あすなろ書房）

山下明生/文
町田尚子/絵
（絵本塾出版）

『だれのものでも
ない岩鼻の灯台』

お薦めの1冊を
紹介します

BooKリレー○26

何年も何年も、沖をとおる船に光を
送っていた岩鼻の灯台。ある日突然
お役御免になり、ひとりぼっちにな
りました。「さみしい、さみし
い!」と日々を過ごしていた灯台の
もとに、やって来たのは…。

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

▲学校司書・浅井稔子

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
　9月の休館日：毎週月曜日、29日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで※）
　9月の休館日：毎週月曜日、23日（土・祝）、29日（金）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで※）
　9月の休館日：毎週月曜日、23日（土・祝）、28日（木）
※祝日は午後5時まで

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

主人公は49歳の落ちぶれた脚本家
パット・ホビー。ハリウッドを舞台
にしたユーモアと悲哀の入り混じる
短編集です。『グレート・ギャツ
ビー』の著者フィッツジェラルドの
最晩年作。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別）
（ところ：杉谷南1-1-30、☎61-1299・FAX61-1400）

受診前に
連絡を!

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

ごはんのお茶わんは右と左どちらに
置く?正しいお箸の持ち方は?ケーキ
はどこから食べる?知っておきたい
テーブル作法をイラストでわかりや
すく紹介する小学生向けのマナー
本。大人でも勉強になります。

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

9月の子育て・健康案内

各医療機関の診療案内は平成29年7月号折り込みの「保存版」または
市ホームページ「救急医療」で検索

トンケ・ドラフト作『王への
手紙』をお薦めします。オラン
ダで、50年間で最も優れた児
童書として受賞。騎士の試験
を抜けだし、少年がお金も剣
も持たず、雪山を越え歩いて
隣の国の王に手紙を届ける冒
険物語。少年は騎士になれる
のか。続編の『白い盾の少年
騎士』もどうぞ。

『パット・ホビー
物語』

今、「乳がん」にかかる
方が急増しており、日本人
女性のおよそ11人に1人が
乳がんにかかると推定され
ています。
乳がんは自分で見つける

ことができる唯一のがん
で、約70%が「乳房セルフ
チェック」で見つかってい
ます。乳がん検診を受けて
いても、月1回は「乳房セルフチェック」をして、自分
の乳房をよく知っておきましょう。
また、しこりがふれるなど異常を感じたら、早めに乳

腺外来へ受診をしましょう!
※「乳房セルフチェック」の方法は、徳育保健センター
窓口で配布しています。

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

大東

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児健康診査
13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 6 水 平成29年 2月   1日 ～15日出生児

 13 水 平成29年 2月 16日 ～28日出生児

 7 木 平成28年 2月   1日 ～15日出生児

 12 火 平成28年 2月 16日 ～29日出生児

 21 木 平成28年   1～2月出生児

 6 水 平成27年  6月   1日 ～15日出生児

 13 水 平成27年  6月 16日～30日出生児

 11 月 平成26年  8月   1日 ～15日出生児

 15 金 平成26年  7～8月出生児

 19 火 平成26年  8月 16日～31日出生児 

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 5 火 平成29年  7月出生児

 8 金

 20 水
生後4～8か月児の親（予約制）
※8日（金）は託児がありません

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（歯科編）
13：15～13：30  25 月 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可

保健師・栄養士だより
月に1回「乳房セルフチェック」をしましょう！

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

■郷土ゆかりの部屋　特別展　大東　
　国学コーナー「二つの藩　掛川と横須賀」
　期間：10月22日（日）まで　※9月24日（日）職員の説明あり
　掛川藩の「掛川誌稿」、横須賀藩の「郷里雑記」。
　掛川市が誇る江戸時代の二つの地誌の原本を展示。
■「ジモトノシゴト展」  大須賀
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネル展
　共催：公益社団法人　静岡県建築士会
　期間：8月27日（日）～9月19日（火）
　※住宅相談・耐震相談　9月2日（土）・3日（日）午後1時～3時
★図書館の中の保健室　大須賀
　とき：9月19日（火）午前9時30分～11時30分
★講座「お茶と文学者」  中央
　とき：9月28日（木）午後1時30分～3時
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対　象：乳幼児と保護者
中　央：9月   1日・ 8日（金）午前10時30分～11時
大　東：9月   1日・ 8日（金）午前10時30分～11時
大須賀：9月 15日・22日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

小笠掛川急患診療所

・健診、講座の問い合わせ 健康づくり課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 9月9日（土）・23日（土・祝） 午後3時～3時30分
大　東：9月2日・16日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 9月9日（土） 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：9月15日（金）午前10時30分～11時　

絵

F.スコット・フィッツ
ジェラルド/著
（風濤社）

『テーブルマナーの絵本』
髙野紀子/作（あすなろ書房）

山下明生/文
町田尚子/絵
（絵本塾出版）

『だれのものでも
ない岩鼻の灯台』

お薦めの1冊を
紹介します

BooKリレー○26

何年も何年も、沖をとおる船に光を
送っていた岩鼻の灯台。ある日突然
お役御免になり、ひとりぼっちにな
りました。「さみしい、さみし
い!」と日々を過ごしていた灯台の
もとに、やって来たのは…。

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

▲学校司書・浅井稔子

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
　9月の休館日：毎週月曜日、29日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで※）
　9月の休館日：毎週月曜日、23日（土・祝）、29日（金）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで※）
　9月の休館日：毎週月曜日、23日（土・祝）、28日（木）
※祝日は午後5時まで

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

主人公は49歳の落ちぶれた脚本家
パット・ホビー。ハリウッドを舞台
にしたユーモアと悲哀の入り混じる
短編集です。『グレート・ギャツ
ビー』の著者フィッツジェラルドの
最晩年作。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別）
（ところ：杉谷南1-1-30、☎61-1299・FAX61-1400）

受診前に
連絡を!

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

ごはんのお茶わんは右と左どちらに
置く?正しいお箸の持ち方は?ケーキ
はどこから食べる?知っておきたい
テーブル作法をイラストでわかりや
すく紹介する小学生向けのマナー
本。大人でも勉強になります。

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

9月の子育て・健康案内

各医療機関の診療案内は平成29年7月号折り込みの「保存版」または
市ホームページ「救急医療」で検索

トンケ・ドラフト作『王への
手紙』をお薦めします。オラン
ダで、50年間で最も優れた児
童書として受賞。騎士の試験
を抜けだし、少年がお金も剣
も持たず、雪山を越え歩いて
隣の国の王に手紙を届ける冒
険物語。少年は騎士になれる
のか。続編の『白い盾の少年
騎士』もどうぞ。

『パット・ホビー
物語』

今、「乳がん」にかかる
方が急増しており、日本人
女性のおよそ11人に1人が
乳がんにかかると推定され
ています。
乳がんは自分で見つける

ことができる唯一のがん
で、約70%が「乳房セルフ
チェック」で見つかってい
ます。乳がん検診を受けて
いても、月1回は「乳房セルフチェック」をして、自分
の乳房をよく知っておきましょう。
また、しこりがふれるなど異常を感じたら、早めに乳

腺外来へ受診をしましょう!
※「乳房セルフチェック」の方法は、徳育保健センター
窓口で配布しています。

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

大東

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児健康診査
13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 6 水 平成29年 2月   1日 ～15日出生児

 13 水 平成29年 2月 16日 ～28日出生児

 7 木 平成28年 2月   1日 ～15日出生児

 12 火 平成28年 2月 16日 ～29日出生児

 21 木 平成28年   1～2月出生児

 6 水 平成27年  6月   1日 ～15日出生児

 13 水 平成27年  6月 16日～30日出生児

 11 月 平成26年  8月   1日 ～15日出生児

 15 金 平成26年  7～8月出生児

 19 火 平成26年  8月 16日～31日出生児 

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 5 火 平成29年  7月出生児

 8 金

 20 水
生後4～8か月児の親（予約制）
※8日（金）は託児がありません

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（歯科編）
13：15～13：30  25 月 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可

保健師・栄養士だより
月に1回「乳房セルフチェック」をしましょう！

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

■郷土ゆかりの部屋　特別展　大東　
　国学コーナー「二つの藩　掛川と横須賀」
　期間：10月22日（日）まで　※9月24日（日）職員の説明あり
　掛川藩の「掛川誌稿」、横須賀藩の「郷里雑記」。
　掛川市が誇る江戸時代の二つの地誌の原本を展示。
■「ジモトノシゴト展」  大須賀
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネル展
　共催：公益社団法人　静岡県建築士会
　期間：8月27日（日）～9月19日（火）
　※住宅相談・耐震相談　9月2日（土）・3日（日）午後1時～3時
★図書館の中の保健室　大須賀
　とき：9月19日（火）午前9時30分～11時30分
★講座「お茶と文学者」  中央
　とき：9月28日（木）午後1時30分～3時
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とりで

8/8（火）～13（日）
9：00～17：00
上映日　8/11（金・祝）
中央図書館（掛川）

8/6・13・20・27（日）
9：00～12：00（勾玉作り
受付11：00まで）
埋蔵文化財センター（千羽）

8/11（金・祝）
9：00～11：30
小雨決行・雨天順延
森林果樹公園（下俣）

8/16（水）9：30～11：30
市役所4階会議室6

①8/16（水）19：00～
②9/12（火）19：00～
県中遠総合庁舎西館
（磐田市）

8/20（日）10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土方）

8/23（水）13：30～17：00
NECプラットフォームズ
（下俣）

8/28（月）12：30～13：00
市役所1階ロビー

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
各回約50人
入場無料

どなたでも
入場・体験無料

どなたでも
入園無料

ローマ字入力と
マウス操作が
できる方8人
受講無料
ひきこもりに
悩む家族で2回
受講可能な方
受講無料

どなたでも
入館無料

小中学校教諭、
事業所・企業・
環境団体指導者
などの希望者20人

どなたでも
入場無料

蜜蜂から見る地球温暖化の上映会や、エコネット
ワーキング参加団体の活動パネルを展示します。
上映：①10：00～②13：30～（約1時間）
　直接会場へ（先着順）

8月の日曜日全てを開館し、「勾玉作り」「火起し」
「拓本」講座を行います。また、職員が展示解説も行
います。
　直接会場へ 

カットフルーツ、ジュースなどの無料提供、親子梨取
り無料体験（先着50組）などがあります。果樹など
の即売会、ミニゲームもあります。
　直接会場へ
タイピングの基礎とインターネット検索の方法を学
びます。パソコンは市役所で用意します。
　8/10（木）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）
①講義「ひきこもりの基礎知識」・個別相談（希望者
のみ）　②講義「ひきこもりの理解～解決へのス
テップ～」
　直接会場へ
館内案内、スタンプラリー、バルーンアート、救急救
命体験、ヨーヨー釣りなど、記念館ボランティアによ
るおもてなしイベントです。
　直接会場へ

環境学習実践のヒントとなる「環境学習の進め方」
や「企業が実践している環境活動」を体験できます。
　8/15（火）までに電話で申込（申込順）

ミツバチからのメッセー
ジ&活動パネル展
　環境政策課（☎21-1218）

森林果樹公園フェア
　森林果樹公園
（☎23-8102）

県民の日協賛
夏のイベントデー
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

お昼のピアノミニコンサート
　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

9/2（土）9：30～15：30
竹の丸（掛川）

①9/9（土）②9/24（日）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

9/11（月）・19（火）、10/5
（木）・12（木）・17（火）・
24（火）、11/6（月）
13：30～15：30
徳育保健センター（御所原）

9/16（土）9：30～11：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

9/16（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

9/22（金）13：30～15：30
磐田市立総合病院（磐田市）

9/23（土・祝）9：00～15：00
（受付：シートピア（国安）
7：30～8：30）
小雨決行

10～12月までの間に定
められた6日間
県総合教育センター（富部）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料
どなたでも
有料（金額は内容
により異なる）
市内在住または
市内在勤（在学）
の方4人
相談無料

一般
30人程度
受講無料

どなたでも
受講無料

がん患者や
家族
参加無料

どなたでも
300人
参加料300円
小学生以下無料
（保護者同伴）

35～60歳程度
10人程度
受講無料

4/1現在で65～
74歳の介護
認定を受けて
いない方30人

フラワーアレンジメントやアロマオイル作り、陶磁
器作り、曼荼羅アート、リラクゼーション体験など
　直接会場へ

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

今の自分を知り、いつまでも若々しく過ごすため
に、運動機能の維持向上を目指した講座です。
　8/16（水）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）

講師は県金融広報委員会広報アドバイザーの大石
美津子さん。最近の傾向を紹介します。
　9/9（土）までに電話、FAXまたは来館で申込（申
込順・月曜休館）
①「手術後のお腹の症状」宮地正彦院長（外科）
②「認知症と睡眠疾患」若井正一副院長（神経内科）
　直接会場へ

がん患者や家族が自由に集い、語り合う場です。医
療者によるミニレクチャーもあります。
　直接会場へ 

①18㌔コース（石津駅へ移動しスタート～各軽便
駅～シートピア）②11㌔コース（シオーネへ移動し
スタート～各軽便駅跡（大東区域）～シートピア）
　9/15（金）までに電話で申込（申込順・当日会場
での申込も可）
青少年の悩み相談や保護者の教育相談に応じるボ
ランティア相談員として活躍しませんか。
　8/9（水）～9/5（火）に住所・氏名・年齢・電話番号
を電話で申込（面接あり）

竹の丸
大人のワークショップ
　竹の丸（☎22-2112）

第19回医療市民講座
　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）
がんサロン「なごみ」
　磐田市立総合病院
がん相談支援センター
（☎0538-38-5000）

やさしいパソコン講座
　　IT政策課
（☎21-1341）

ひきこもり家族教室
　県西部健康福祉センター
（☎0538-37-2252）

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

プラチナ世代の
若返り講座
　　健康長寿課
（☎21-1142）

最近の悪徳商法・詐欺の
手口と賢い対処方法
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

第8回だいとう・おおすか
軽便ロマンウォーク
　　掛川観光協会大東
支部・大須賀支部事務局
（観光交流課内☎21-1121）
ハロー電話「ともしび」
ボランティア相談員養成研修
　　県総合教育センター
教育相談課（☎24-9772）

環境学習指導者のための
環境プログラム体験
　　環境政策課
（☎21-1218）

ベビーリトミック&リズム体操
　ピヨピヨクラブ・高垣
（☎090-2683-4379）

第54回市長杯争奪卓球大会
　掛川卓球協会事務局・石川
（☎22-1987）
kakegawa_takkyuu@yahoo.co.jp

コントラクトブリッジ同好会
　柴田（☎090-9352-4289）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

9/25、10/2・16、11/6の月曜日
①10：00～②11：00～
（以降3月までの日程は問い合わせ）
生涯学習センター（御所原）

10/1（日）9：00～
さんりーな（大池）

毎月第2土曜日（8月は第1土曜日）
13：30～16：30
生涯学習センター（御所原）

音楽やリズムに合わせたリトミックで、赤
ちゃんの体幹や五感を育み、スキンシップを
楽しみましょう。
　電話で申込

初心者大歓迎。トランプを使用する世界中
で楽しまれているカードゲームです。
　電話で申込

種目（男女別）：中学1・2年、高校、一般、40
歳以上、初心者（年齢制限なし）
　9/20（水）までに個人は電話、団体は県卓
球協会ホームページ参照の上、メールで申込

野菜を楽しみもっと健康に
　ライフサポートセンター
しずおか中東遠事務所
（☎0538-33-3715）

視覚障がい者の美容教室と
交流会
　掛川市学士会微助人チーム
事務局・榛葉（☎090-1625-2705）

9/23（土・祝）14：00～15：30
生涯学習センター（御所原）

9/24（日）13：30～15：00
総合福祉センターあいり～な
（掛川）

講師はキューピー社員。野菜をテーマに、お
いしさ、大切さ、健康維持への効果効能を解
説します。
　電話で申込（申込順）

地元企業と学士会が協働で視覚障がい者の
「いきいき美容教室」を開催します。みんな
でブラインドメイクを学びます。
　9/10（日）までに電話で申込

どなたでも
70人
参加無料

視覚障がい者や
ボランティアなど
どなたでも
実費540円/人
①1歳児②生後
3～12か月
10組
900円/回

どなたでも
300円程度

中東遠地区の方
※中学生は掛川・
菊川・御前崎市の方
300円/人

中村砦・獅子ヶ鼻砦の散策
　高天神城観光ボランティア
の会・大石（☎24-2435）
非核平和都市宣言「アクション7」
　掛川市勤労者協議会
（☎22-3401）
いいとこ広場夏祭り
　いいとこ広場代表・中山
（☎090-9025-4476）
新体操体験
　掛川新体操クラブ・嶌
（☎090-2138-1631）

第23回掛川市民水泳大会
　掛川市水泳協会・竹内
（☎23-4884）

園芸講習会
　掛川盆栽山草会・浅井
（☎23-0039）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
8/11（金・祝）9：00～12：00
（9：00集合）
大東北公民館（下土方）
8/18（金）～20（日）9：00～17：00
（20日は15：00まで）
中央図書館（掛川）
8/19（土）10：00～13：00ころ
小雨決行・雨天中止
いいとこ広場（大和田）
8/27（日）、9/3（日）幼児13：30～
14：30、小学生14：30～15：30
さんりーな（大池）

8/27（日）  9：00～（受付8：30～）
掛川西高校プール（城西）

9/16（土）13：30～16：00
生涯学習センター（御所原）

高天神城攻略のために徳川家康が築いた6
つの砦のうち、2つの砦を散策します。
　前日までに電話で申込
大戦の記録写真・戦時物品展示、戦争記録
映画の上映
　直接会場へ
魚の塩焼きやそうめんを楽しめるほか、消
防団による消防車乗車体験などもあります。
　直接会場へ
ボール・フープなどを使った動きを習います。
　8/25（金）までに電話またはメール（kakegawa
RGC_93@yahoo.co.jp）で申込
4種目（自由、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライ）は各
50mと100m。個人メドレーとリレーは200m
　8/10（木）までにホームページ（http：//sports.
geocities.jp/kakegawa_suikyo）から申込
四季折々の盆栽・山野草（寄せ植え・こけ玉
など）作りを学びます。
　電話で申込

歴史に興味の
ある方10人
参加無料

どなたでも
入場無料

子どもや保護者
500円/人

幼児（男女）・
小学生（女子）
参加無料

どなたでも
500円（材料費）

小中高校生、一般
個人種目200円/
種目、リレー400円/
種目

親子空手教室・練習生募集
　優武空手・田辺
（☎090-4086-0158）

居合道教室
　平松（☎090-3458-9984）

毎週日曜日　19：30～
毎週水曜日　19：15～
毎週金曜日　19：00～
※全て会場が違います。
毎週火・木曜日の夜
（火19：40～・木19：00～）
掛川警察署柔剣道場（宮脇）

親子で気軽に参加できる空手教室です。会
場や活動内容は「優武空手」ホームページ
をご覧ください。
　直接会場へ
持ち物　運動のできる服装（あれば膝サ
ポーター）
　電話で申込

どなたでも
家族で100円/回
（入門・入会不要）

どなたでも
参加無料

びすけっと

埋蔵文化財センター
勾玉作り・火起し・拓本体験
　社会教育課（☎21-1158）

まがたま
ま ん だ ら

ピアノ演奏者は山内大佑さん。昼のひとときを心地
よいピアノの音色とともに過ごしませんか。
　直接会場へ

だいすけ

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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とりで

8/8（火）～13（日）
9：00～17：00
上映日　8/11（金・祝）
中央図書館（掛川）

8/6・13・20・27（日）
9：00～12：00（勾玉作り
受付11：00まで）
埋蔵文化財センター（千羽）

8/11（金・祝）
9：00～11：30
小雨決行・雨天順延
森林果樹公園（下俣）

8/16（水）9：30～11：30
市役所4階会議室6

①8/16（水）19：00～
②9/12（火）19：00～
県中遠総合庁舎西館
（磐田市）

8/20（日）10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土方）

8/23（水）13：30～17：00
NECプラットフォームズ
（下俣）

8/28（月）12：30～13：00
市役所1階ロビー

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
各回約50人
入場無料

どなたでも
入場・体験無料

どなたでも
入園無料

ローマ字入力と
マウス操作が
できる方8人
受講無料
ひきこもりに
悩む家族で2回
受講可能な方
受講無料

どなたでも
入館無料

小中学校教諭、
事業所・企業・
環境団体指導者
などの希望者20人

どなたでも
入場無料

蜜蜂から見る地球温暖化の上映会や、エコネット
ワーキング参加団体の活動パネルを展示します。
上映：①10：00～②13：30～（約1時間）
　直接会場へ（先着順）

8月の日曜日全てを開館し、「勾玉作り」「火起し」
「拓本」講座を行います。また、職員が展示解説も行
います。
　直接会場へ 

カットフルーツ、ジュースなどの無料提供、親子梨取
り無料体験（先着50組）などがあります。果樹など
の即売会、ミニゲームもあります。
　直接会場へ
タイピングの基礎とインターネット検索の方法を学
びます。パソコンは市役所で用意します。
　8/10（木）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）
①講義「ひきこもりの基礎知識」・個別相談（希望者
のみ）　②講義「ひきこもりの理解～解決へのス
テップ～」
　直接会場へ
館内案内、スタンプラリー、バルーンアート、救急救
命体験、ヨーヨー釣りなど、記念館ボランティアによ
るおもてなしイベントです。
　直接会場へ

環境学習実践のヒントとなる「環境学習の進め方」
や「企業が実践している環境活動」を体験できます。
　8/15（火）までに電話で申込（申込順）

ミツバチからのメッセー
ジ&活動パネル展
　環境政策課（☎21-1218）

森林果樹公園フェア
　森林果樹公園
（☎23-8102）

県民の日協賛
夏のイベントデー
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

お昼のピアノミニコンサート
　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

9/2（土）9：30～15：30
竹の丸（掛川）

①9/9（土）②9/24（日）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

9/11（月）・19（火）、10/5
（木）・12（木）・17（火）・
24（火）、11/6（月）
13：30～15：30
徳育保健センター（御所原）

9/16（土）9：30～11：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

9/16（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

9/22（金）13：30～15：30
磐田市立総合病院（磐田市）

9/23（土・祝）9：00～15：00
（受付：シートピア（国安）
7：30～8：30）
小雨決行

10～12月までの間に定
められた6日間
県総合教育センター（富部）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料
どなたでも
有料（金額は内容
により異なる）
市内在住または
市内在勤（在学）
の方4人
相談無料

一般
30人程度
受講無料

どなたでも
受講無料

がん患者や
家族
参加無料

どなたでも
300人
参加料300円
小学生以下無料
（保護者同伴）

35～60歳程度
10人程度
受講無料

4/1現在で65～
74歳の介護
認定を受けて
いない方30人

フラワーアレンジメントやアロマオイル作り、陶磁
器作り、曼荼羅アート、リラクゼーション体験など
　直接会場へ

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

今の自分を知り、いつまでも若々しく過ごすため
に、運動機能の維持向上を目指した講座です。
　8/16（水）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）

講師は県金融広報委員会広報アドバイザーの大石
美津子さん。最近の傾向を紹介します。
　9/9（土）までに電話、FAXまたは来館で申込（申
込順・月曜休館）
①「手術後のお腹の症状」宮地正彦院長（外科）
②「認知症と睡眠疾患」若井正一副院長（神経内科）
　直接会場へ

がん患者や家族が自由に集い、語り合う場です。医
療者によるミニレクチャーもあります。
　直接会場へ 

①18㌔コース（石津駅へ移動しスタート～各軽便
駅～シートピア）②11㌔コース（シオーネへ移動し
スタート～各軽便駅跡（大東区域）～シートピア）
　9/15（金）までに電話で申込（申込順・当日会場
での申込も可）
青少年の悩み相談や保護者の教育相談に応じるボ
ランティア相談員として活躍しませんか。
　8/9（水）～9/5（火）に住所・氏名・年齢・電話番号
を電話で申込（面接あり）

竹の丸
大人のワークショップ
　竹の丸（☎22-2112）

第19回医療市民講座
　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）
がんサロン「なごみ」
　磐田市立総合病院
がん相談支援センター
（☎0538-38-5000）

やさしいパソコン講座
　　IT政策課
（☎21-1341）

ひきこもり家族教室
　県西部健康福祉センター
（☎0538-37-2252）

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

プラチナ世代の
若返り講座
　　健康長寿課
（☎21-1142）

最近の悪徳商法・詐欺の
手口と賢い対処方法
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

第8回だいとう・おおすか
軽便ロマンウォーク
　　掛川観光協会大東
支部・大須賀支部事務局
（観光交流課内☎21-1121）
ハロー電話「ともしび」
ボランティア相談員養成研修
　　県総合教育センター
教育相談課（☎24-9772）

環境学習指導者のための
環境プログラム体験
　　環境政策課
（☎21-1218）

ベビーリトミック&リズム体操
　ピヨピヨクラブ・高垣
（☎090-2683-4379）

第54回市長杯争奪卓球大会
　掛川卓球協会事務局・石川
（☎22-1987）
kakegawa_takkyuu@yahoo.co.jp

コントラクトブリッジ同好会
　柴田（☎090-9352-4289）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

9/25、10/2・16、11/6の月曜日
①10：00～②11：00～
（以降3月までの日程は問い合わせ）
生涯学習センター（御所原）

10/1（日）9：00～
さんりーな（大池）

毎月第2土曜日（8月は第1土曜日）
13：30～16：30
生涯学習センター（御所原）

音楽やリズムに合わせたリトミックで、赤
ちゃんの体幹や五感を育み、スキンシップを
楽しみましょう。
　電話で申込

初心者大歓迎。トランプを使用する世界中
で楽しまれているカードゲームです。
　電話で申込

種目（男女別）：中学1・2年、高校、一般、40
歳以上、初心者（年齢制限なし）
　9/20（水）までに個人は電話、団体は県卓
球協会ホームページ参照の上、メールで申込

野菜を楽しみもっと健康に
　ライフサポートセンター
しずおか中東遠事務所
（☎0538-33-3715）

視覚障がい者の美容教室と
交流会
　掛川市学士会微助人チーム
事務局・榛葉（☎090-1625-2705）

9/23（土・祝）14：00～15：30
生涯学習センター（御所原）

9/24（日）13：30～15：00
総合福祉センターあいり～な
（掛川）

講師はキューピー社員。野菜をテーマに、お
いしさ、大切さ、健康維持への効果効能を解
説します。
　電話で申込（申込順）

地元企業と学士会が協働で視覚障がい者の
「いきいき美容教室」を開催します。みんな
でブラインドメイクを学びます。
　9/10（日）までに電話で申込

どなたでも
70人
参加無料

視覚障がい者や
ボランティアなど
どなたでも
実費540円/人
①1歳児②生後
3～12か月
10組
900円/回

どなたでも
300円程度

中東遠地区の方
※中学生は掛川・
菊川・御前崎市の方
300円/人

中村砦・獅子ヶ鼻砦の散策
　高天神城観光ボランティア
の会・大石（☎24-2435）
非核平和都市宣言「アクション7」
　掛川市勤労者協議会
（☎22-3401）
いいとこ広場夏祭り
　いいとこ広場代表・中山
（☎090-9025-4476）
新体操体験
　掛川新体操クラブ・嶌
（☎090-2138-1631）

第23回掛川市民水泳大会
　掛川市水泳協会・竹内
（☎23-4884）

園芸講習会
　掛川盆栽山草会・浅井
（☎23-0039）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
8/11（金・祝）9：00～12：00
（9：00集合）
大東北公民館（下土方）
8/18（金）～20（日）9：00～17：00
（20日は15：00まで）
中央図書館（掛川）
8/19（土）10：00～13：00ころ
小雨決行・雨天中止
いいとこ広場（大和田）
8/27（日）、9/3（日）幼児13：30～
14：30、小学生14：30～15：30
さんりーな（大池）

8/27（日）  9：00～（受付8：30～）
掛川西高校プール（城西）

9/16（土）13：30～16：00
生涯学習センター（御所原）

高天神城攻略のために徳川家康が築いた6
つの砦のうち、2つの砦を散策します。
　前日までに電話で申込
大戦の記録写真・戦時物品展示、戦争記録
映画の上映
　直接会場へ
魚の塩焼きやそうめんを楽しめるほか、消
防団による消防車乗車体験などもあります。
　直接会場へ
ボール・フープなどを使った動きを習います。
　8/25（金）までに電話またはメール（kakegawa
RGC_93@yahoo.co.jp）で申込
4種目（自由、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライ）は各
50mと100m。個人メドレーとリレーは200m
　8/10（木）までにホームページ（http：//sports.
geocities.jp/kakegawa_suikyo）から申込
四季折々の盆栽・山野草（寄せ植え・こけ玉
など）作りを学びます。
　電話で申込

歴史に興味の
ある方10人
参加無料

どなたでも
入場無料

子どもや保護者
500円/人

幼児（男女）・
小学生（女子）
参加無料

どなたでも
500円（材料費）

小中高校生、一般
個人種目200円/
種目、リレー400円/
種目

親子空手教室・練習生募集
　優武空手・田辺
（☎090-4086-0158）

居合道教室
　平松（☎090-3458-9984）

毎週日曜日　19：30～
毎週水曜日　19：15～
毎週金曜日　19：00～
※全て会場が違います。
毎週火・木曜日の夜
（火19：40～・木19：00～）
掛川警察署柔剣道場（宮脇）

親子で気軽に参加できる空手教室です。会
場や活動内容は「優武空手」ホームページ
をご覧ください。
　直接会場へ
持ち物　運動のできる服装（あれば膝サ
ポーター）
　電話で申込

どなたでも
家族で100円/回
（入門・入会不要）

どなたでも
参加無料

びすけっと

埋蔵文化財センター
勾玉作り・火起し・拓本体験
　社会教育課（☎21-1158）

まがたま
ま ん だ ら

ピアノ演奏者は山内大佑さん。昼のひとときを心地
よいピアノの音色とともに過ごしませんか。
　直接会場へ

だいすけ
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助成を受けるためには、申請を行い
受給者証の取得が必要です。下記に
該当する方で申請をしていない方は
手続きをお願いします。
また、現在受給中の方は所得確認

のための申請が毎年必要です。更新
の案内を8月上旬に送付しますので、
手続きをお願いします。
対象
○身体障害者手帳1・2級、および内部
障害3級をお持ちの方

○療育手帳A判定をお持ちの方
○精神障害者保健福祉手帳1級をお
持ちの方

○特別児童扶養手当1級の障がいと
認定されている児童

※一定所得以上の方は、助成対象と
ならず受給者証が発行されない場
合があります。また、障がい要件に
より助成対象となる医療行為に制
限が設けられる場合があります。
持ち物
　①対象の手帳または特別児童扶養
手当証書②保険証③本人名義の通
帳④印鑑

がけ地の崩壊などの危険がある区
域に建つ住宅を、安全な場所に移転す
る費用を補助しています。
平成30年度に移転し、補助金の交

付申請をする方を募集します。
対象　次の区域に指定されたときか
ら建っている住宅

○県建築基準条例第3条「災害危険区
域」または第10条区域

○土砂法「土砂災害特別警戒区域」
補助額
①危険住宅の取り壊しに　80万2千円
②融資の利子相当に、次の額を上限と
して補助

・移転先の土地を買う 206万円
・移転先の造成行為 59万7千円
・移転先の住宅建設など 457万円
※空き家は対象外です。常設展展示替えのため9月5日（火）

～10日（日）は臨時休館します。

危険区域からの住宅移転に補助
がけ地近接住宅移転事業補助金
　 　都市政策課（☎21-1152）

現況届は児童扶養手当の受給資格
を確認する重要なものです。該当する
方へ書類を送付しますので、期間内に
手続きをお願いします。
受付場所　市役所1階こども希望課こ
ども家庭係、大東・大須賀各ふくしあ
受付日時　8月15日（火）まで
　午前8時30分～午後5時15分
　（市役所のみ木曜日は午後7時まで）

ひとり親家庭の方
が対象事業を利用し
た際の利用料を助成
します。
対象事業・助成額
・保育園延長保育事業（利用料の2分
の1助成）

・ファミリー・サポート・センター事業
（利用料の2分の1助成）

・放課後児童健全育成事業（社協委
託以外。月額3,000円助成）

児童扶養手当現況届は
8月15日までに提出を
　 こども希望課（☎21-1144）

重度心身障害者医療費助成
更新案内を8月上旬に送付

　 　福祉課（☎21-1139）

制作者や来場者とふれあいながら、
芸術の秋の一日を過ごしませんか。
とき　9月16日（土）～9月22日（金）
　午前10時～午後1時、午後1時～4時
ところ　①書道部門=大日本報徳社
（掛川）②写真、絵画、彫刻・手工芸
部門=大東図書館（大坂）
内容　展示作品や会場の保安など
募集人数　各日各時間帯2人
応募資格　心身ともに健康な方
応募方法　8月23日（水）までに電話
で申し込み（申込順）

■市民芸術祭出品作品も募集中
出品票締切　8月18日（金）

詳しくは市役所、大東・大須賀支所、
生涯学習センター、文化会館シオー
ネ、大須賀中央公民館などにある「平
成29年度掛川市民芸術祭作品募集要
項（兼作品出品票）」
または市ホームペー
ジをご覧ください。

受付期間　8月24日（木）～9月4日（月）
最終合格発表　平成30年1月18日（木）
※詳しくは人事院ホームページ（採用
情報NAVI→試験情報→海上保安大
学校学生採用試験）をご覧ください。

掛川市民芸術祭
ボランティアスタッフ募集
　 　文化振興課（☎21-1126）

海上保安大学校学生採用試験
　 　清水海上保安部管理課

（☎054-353-1118）

吉岡彌生記念館
9/5（火）～10（日）  臨時休館
　 吉岡彌生記念館（☎74-5566）

この夏、ちょっとエアコンを止めて、
鈴虫の音色で暑さをしのいでみませ
んか。市役所の職員ボランティアが繁
殖させた鈴虫です。
対象　市内の一般家庭200世帯（1世
帯あたり8匹程度）
配布日　8月17日（木）・18日（金）
　午前9時～午後4時
配布場所　市役所2階環境政策課
持ち物　飼育ケースなどの入れ物
申込方法　8月15日（火）までに電話
またはメールで申し込み（申込順）

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。
～納税は口座振替が便利です～

鈴虫を200世帯に無料配布
　 　環境政策課（☎21-1218）

kankyo@city.kakegawa.shizuoka.jp

自動車事故の被害にあわれ、示談
をめぐる損害賠償の問題でお困りの
方。「交通事故紛争処理センター」（静
岡市葵区）の弁護士が、中立・公正な
立場で当事者間の紛争解決をお手伝
いします。
センターでの弁護士費用は、解決す

るまで一切かかりません。まずは電話
で予約をお願いします。

事故の補償問題でお困りの方
紛争処理センターがお手伝い
　　（公財）交通事故紛争処理センター
静岡相談室（☎054-255-5528）

8月1日（火）から、診療予約のない
方または救急外来受診後に一般外来
受診が必要になった方の受付開始時
間を次のとおり変更します。ご協力を
お願いします。
予約のある方の受付開始時間は従

来どおり午前7時45分です。

 【現　状】午前7時45分～
　　　　　　　　　↓
 【変更後】午前8時15分～

中東遠総合医療センター
予約のない方の受付時間変更
　中東遠総合医療センター医事課

（☎21-5555）

市県民税第2期、国民健康保険税
第2期の納期限は
9月5日（火）です
　納税課（☎21-1206）

蒸し暑さは電気器具にとって大敵
です。8月は1年のうちで最も感電事
故の多い季節。みなさんの家庭でも
電気の安全点検をお願いします。

8月は電気使用安全月間
　中部電気保安協会静岡支店
掛川営業所（☎24-3277）この時期、落雷や強風などによる飛

来物により電線が切れて垂れ下がる
ことがあります。切れた電線を見つけ
た場合は、絶対に触らずに、中部電力
へ連絡をお願いします。

切れた電線に触らないで!
　中部電力掛川営業所

（フリーコール☎0120-985-232）

掛川市平和祈念式
　とき　8月15日（火）午前11時～正午終了予定
　　　　※市戦没者追悼式終了後
　ところ　生涯学習センターホール（御所原）
　内容　広島市平和記念式典参加中学生による発表、
　　前年度「平和を考える自由研究」優秀者の作文発
　　表、退職女性教職員による戦時体験談など
　問企画政策課（☎21-1127）

ヨガ教室
　杉浦（☎090-5196-6973）

「緑のカーテンコンテスト」
写真大募集
　中部電力掛川営業所
（☎090-1477-1157）

はじめてのキッズダンス
　放課後キッズクラブ・諸星
（☎090-4185-9711）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

毎週木曜日
①14：45～②15：45～
生涯学習センター（御所原）
毎週金曜日10：00～11：00
ユニバーサルホーム掛川店
（長谷）

音楽に乗せて、楽しくリズム感や柔軟性、協
調性を身につけていきます。
　電話で申込
体の不調やストレスを感じる方、健康を維持
したい方、楽しく体を動かしましょう。
　電話で申込（申込順）

みなさんが育てた「緑のカーテン」の写真を募集。応募作品の中から、大賞には3万円相当
の商品など、優秀作品には1万円相当の賞品ほか、応募者全員には参加賞を贈呈します。
詳細　9/20（水）締切/市内の方でどなたでも/参加無料/写真はカラープリント2Lサイズ・
メールの場合はJPG形式　 ※応募資格や応募方法など、詳しくはお問い合わせください。

園児（年少～
年長）
900円/回
どなたでも
5人程度
500円/回

戦後72年が経過、平和への願い新たに
黙とう・追悼式・平和祈念式
世界の恒久平和を願い、一分間の黙とうを
　とき　8月 6日 （日）午前  8時15分 ※広島
 9日 （水）午前11時02分 ※長崎
 15日 （火）正午（同報無線を停止） ※終戦
　問企画政策課（☎21-1127）

掛川市戦没者追悼式
　とき　8月15日（火）午前9時受付・9時30分開式
　ところ　生涯学習センターホール（御所原）
　内容　追悼のことば、遺児のことば、献花など
　問福祉課（☎21-1140）

式 典では、家族と平和
を考えたり感じたり

する機会になるよう、親
子で参加した方には子ど
も1人につき1つ粗品を
プレゼントします。

掛川ジュニアソフトテニス
クラブ員募集
　杉本（☎23-8690）

毎週日曜日  9：00～17：00
  〃  火曜日19：00～21：00
市内テニスコートほか

小学生対象。いつでも見学・体験できます。
　電話またはメール（kj_soft_tennis@ybb.
ne.jp）で申込

5年生以下の
小学生
1,000円/月

市有形文化財「竹の丸」を、講演会
や会議、サークル活動、食事会（要予
約。弁当の手配あり）などに利用でき
ます。貸出対象は6部屋。利用料金な
どはお問い合わせください。

竹の丸の部屋を貸し出します
　　 竹の丸（☎22-2112）

ひとり親家庭子育てサポート
　 　 こども希望課（☎21-1144）

竹の丸　貸室 検索

30°

高さ×2

高
さ＝
2m
超

高さ×2

OK

OK ×

×
【例】
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助成を受けるためには、申請を行い
受給者証の取得が必要です。下記に
該当する方で申請をしていない方は
手続きをお願いします。
また、現在受給中の方は所得確認

のための申請が毎年必要です。更新
の案内を8月上旬に送付しますので、
手続きをお願いします。
対象
○身体障害者手帳1・2級、および内部
障害3級をお持ちの方

○療育手帳A判定をお持ちの方
○精神障害者保健福祉手帳1級をお
持ちの方

○特別児童扶養手当1級の障がいと
認定されている児童

※一定所得以上の方は、助成対象と
ならず受給者証が発行されない場
合があります。また、障がい要件に
より助成対象となる医療行為に制
限が設けられる場合があります。
持ち物
　①対象の手帳または特別児童扶養
手当証書②保険証③本人名義の通
帳④印鑑

がけ地の崩壊などの危険がある区
域に建つ住宅を、安全な場所に移転す
る費用を補助しています。
平成30年度に移転し、補助金の交

付申請をする方を募集します。
対象　次の区域に指定されたときか
ら建っている住宅

○県建築基準条例第3条「災害危険区
域」または第10条区域

○土砂法「土砂災害特別警戒区域」
補助額
①危険住宅の取り壊しに　80万2千円
②融資の利子相当に、次の額を上限と
して補助

・移転先の土地を買う 206万円
・移転先の造成行為 59万7千円
・移転先の住宅建設など 457万円
※空き家は対象外です。常設展展示替えのため9月5日（火）

～10日（日）は臨時休館します。

危険区域からの住宅移転に補助
がけ地近接住宅移転事業補助金
　 　都市政策課（☎21-1152）

現況届は児童扶養手当の受給資格
を確認する重要なものです。該当する
方へ書類を送付しますので、期間内に
手続きをお願いします。
受付場所　市役所1階こども希望課こ
ども家庭係、大東・大須賀各ふくしあ
受付日時　8月15日（火）まで
　午前8時30分～午後5時15分
　（市役所のみ木曜日は午後7時まで）

ひとり親家庭の方
が対象事業を利用し
た際の利用料を助成
します。
対象事業・助成額
・保育園延長保育事業（利用料の2分
の1助成）

・ファミリー・サポート・センター事業
（利用料の2分の1助成）

・放課後児童健全育成事業（社協委
託以外。月額3,000円助成）

児童扶養手当現況届は
8月15日までに提出を
　 こども希望課（☎21-1144）

重度心身障害者医療費助成
更新案内を8月上旬に送付

　 　福祉課（☎21-1139）

制作者や来場者とふれあいながら、
芸術の秋の一日を過ごしませんか。
とき　9月16日（土）～9月22日（金）
　午前10時～午後1時、午後1時～4時
ところ　①書道部門=大日本報徳社
（掛川）②写真、絵画、彫刻・手工芸
部門=大東図書館（大坂）
内容　展示作品や会場の保安など
募集人数　各日各時間帯2人
応募資格　心身ともに健康な方
応募方法　8月23日（水）までに電話
で申し込み（申込順）

■市民芸術祭出品作品も募集中
出品票締切　8月18日（金）

詳しくは市役所、大東・大須賀支所、
生涯学習センター、文化会館シオー
ネ、大須賀中央公民館などにある「平
成29年度掛川市民芸術祭作品募集要
項（兼作品出品票）」
または市ホームペー
ジをご覧ください。

受付期間　8月24日（木）～9月4日（月）
最終合格発表　平成30年1月18日（木）
※詳しくは人事院ホームページ（採用
情報NAVI→試験情報→海上保安大
学校学生採用試験）をご覧ください。

掛川市民芸術祭
ボランティアスタッフ募集
　 　文化振興課（☎21-1126）

海上保安大学校学生採用試験
　 　清水海上保安部管理課

（☎054-353-1118）

吉岡彌生記念館
9/5（火）～10（日）  臨時休館
　 吉岡彌生記念館（☎74-5566）

この夏、ちょっとエアコンを止めて、
鈴虫の音色で暑さをしのいでみませ
んか。市役所の職員ボランティアが繁
殖させた鈴虫です。
対象　市内の一般家庭200世帯（1世
帯あたり8匹程度）
配布日　8月17日（木）・18日（金）
　午前9時～午後4時
配布場所　市役所2階環境政策課
持ち物　飼育ケースなどの入れ物
申込方法　8月15日（火）までに電話
またはメールで申し込み（申込順）

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。
～納税は口座振替が便利です～

鈴虫を200世帯に無料配布
　 　環境政策課（☎21-1218）

kankyo@city.kakegawa.shizuoka.jp

自動車事故の被害にあわれ、示談
をめぐる損害賠償の問題でお困りの
方。「交通事故紛争処理センター」（静
岡市葵区）の弁護士が、中立・公正な
立場で当事者間の紛争解決をお手伝
いします。
センターでの弁護士費用は、解決す

るまで一切かかりません。まずは電話
で予約をお願いします。

事故の補償問題でお困りの方
紛争処理センターがお手伝い
　　（公財）交通事故紛争処理センター
静岡相談室（☎054-255-5528）

8月1日（火）から、診療予約のない
方または救急外来受診後に一般外来
受診が必要になった方の受付開始時
間を次のとおり変更します。ご協力を
お願いします。
予約のある方の受付開始時間は従

来どおり午前7時45分です。

 【現　状】午前7時45分～
　　　　　　　　　↓
 【変更後】午前8時15分～

中東遠総合医療センター
予約のない方の受付時間変更
　中東遠総合医療センター医事課

（☎21-5555）

市県民税第2期、国民健康保険税
第2期の納期限は
9月5日（火）です
　納税課（☎21-1206）

蒸し暑さは電気器具にとって大敵
です。8月は1年のうちで最も感電事
故の多い季節。みなさんの家庭でも
電気の安全点検をお願いします。

8月は電気使用安全月間
　中部電気保安協会静岡支店
掛川営業所（☎24-3277）この時期、落雷や強風などによる飛

来物により電線が切れて垂れ下がる
ことがあります。切れた電線を見つけ
た場合は、絶対に触らずに、中部電力
へ連絡をお願いします。

切れた電線に触らないで!
　中部電力掛川営業所

（フリーコール☎0120-985-232）

掛川市平和祈念式
　とき　8月15日（火）午前11時～正午終了予定
　　　　※市戦没者追悼式終了後
　ところ　生涯学習センターホール（御所原）
　内容　広島市平和記念式典参加中学生による発表、
　　前年度「平和を考える自由研究」優秀者の作文発
　　表、退職女性教職員による戦時体験談など
　問企画政策課（☎21-1127）

ヨガ教室
　杉浦（☎090-5196-6973）

「緑のカーテンコンテスト」
写真大募集
　中部電力掛川営業所
（☎090-1477-1157）

はじめてのキッズダンス
　放課後キッズクラブ・諸星
（☎090-4185-9711）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

毎週木曜日
①14：45～②15：45～
生涯学習センター（御所原）
毎週金曜日10：00～11：00
ユニバーサルホーム掛川店
（長谷）

音楽に乗せて、楽しくリズム感や柔軟性、協
調性を身につけていきます。
　電話で申込
体の不調やストレスを感じる方、健康を維持
したい方、楽しく体を動かしましょう。
　電話で申込（申込順）

みなさんが育てた「緑のカーテン」の写真を募集。応募作品の中から、大賞には3万円相当
の商品など、優秀作品には1万円相当の賞品ほか、応募者全員には参加賞を贈呈します。
詳細　9/20（水）締切/市内の方でどなたでも/参加無料/写真はカラープリント2Lサイズ・
メールの場合はJPG形式　 ※応募資格や応募方法など、詳しくはお問い合わせください。

園児（年少～
年長）
900円/回
どなたでも
5人程度
500円/回

戦後72年が経過、平和への願い新たに
黙とう・追悼式・平和祈念式
世界の恒久平和を願い、一分間の黙とうを
　とき　8月 6日 （日）午前  8時15分 ※広島
 9日 （水）午前11時02分 ※長崎
 15日 （火）正午（同報無線を停止） ※終戦
　問企画政策課（☎21-1127）

掛川市戦没者追悼式
　とき　8月15日（火）午前9時受付・9時30分開式
　ところ　生涯学習センターホール（御所原）
　内容　追悼のことば、遺児のことば、献花など
　問福祉課（☎21-1140）

式 典では、家族と平和
を考えたり感じたり

する機会になるよう、親
子で参加した方には子ど
も1人につき1つ粗品を
プレゼントします。

掛川ジュニアソフトテニス
クラブ員募集
　杉本（☎23-8690）

毎週日曜日  9：00～17：00
  〃  火曜日19：00～21：00
市内テニスコートほか

小学生対象。いつでも見学・体験できます。
　電話またはメール（kj_soft_tennis@ybb.
ne.jp）で申込

5年生以下の
小学生
1,000円/月

市有形文化財「竹の丸」を、講演会
や会議、サークル活動、食事会（要予
約。弁当の手配あり）などに利用でき
ます。貸出対象は6部屋。利用料金な
どはお問い合わせください。

竹の丸の部屋を貸し出します
　　 竹の丸（☎22-2112）

ひとり親家庭子育てサポート
　 　 こども希望課（☎21-1144）

竹の丸　貸室 検索

30°

高さ×2

高
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2m
超

高さ×2
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×
【例】
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掛川市の代表選手として走りたい
方、自分のタイムを計ってみたい方の
参加をお待ちしています。気軽にご参
加ください。
とき　8月26日（土）午後6時30分～
　（受付：午後6時～）※雨天決行
ところ　浜岡総合運動場陸上競技場
　（御前崎市池新田）
種目　一般男子・高校男子（5,000m）、
　一般女子・高校女子（3,000m）、
　中学男子・女子（3,000m）、小学生
男子・女子（1,500m）
応募方法　直接会場へ

静岡県市町対抗駅伝大会
「選手選考会」参加者募集
　掛川市選手団事務局（NPO法人
掛川市体育協会内☎24-9781）

放送大学はテレビ放送やインター
ネットなどを通じて学ぶ通信制の大学
で、心理学や福祉、経済、歴史、文学、
自然科学など幅広い分野を学べます。
応募方法　電話などで資料請求のう
え、9月20日（水）までに応募

県は、広く芸術作品の発表や鑑賞を
する機会を提供し、文化の向上発展を
図るため芸術祭を開催します。
主な募集・参加は次のとおりです。
■美術部門
　①美術展②写真展③書道展
　募集　①9月6日（水）まで②9月25
　日（月）まで③8月18日（金）まで
■文学部門
　①文芸コンクール②高校生短歌、俳
　句、川柳
　募集　①9月4日（月）まで②9月15
　日（金）まで
■音楽・舞台芸術部門
　①合唱コンクール②演劇コンクール
　申込　①10月13日（金）まで、
　　②公演日の50日前まで
※各部門の優秀作品には各賞を授与
します。

【1】あなたの性別と年代を教えてください（当てはまるものに〇）。
 性別　①男性　②女性
 年代　①10代　②20代　③30代　④40代　⑤50代　⑥60代　⑦70歳以上
【2】広報かけがわを読んでいますか（当てはまるものに〇）。
 ①読んでいる　②ときどき読んでいる　③ほとんど読まない
 ①、②と答えた方は【3】へ、③と答えた方は【4】へ進んでください。
【3】よく読まれる記事は何ですか（当てはまるものに〇。複数回答可）。
　 ①特集記事（表紙の次に掲載　8月号茶エンナーレなど）　
 ②information（市からのお知らせ）　③市長の維新伝心　④健康のコツ
 ⑤小笠掛川急患診療所　　⑥子育て・健康案内　⑦図書館へ行こう
 ⑧相談の窓口（1回/3か月）　⑨催し物・教室　⑩お知らせ　⑪募集
 ⑫フォトニュース　⑬かけがわこの人
 ⑭きんじろうくんの社会科見学
 ⑮KAKEGAWA　WAY（1回/4か月程度）　⑯その他（ ）
【4】広報紙での市政情報の提供に満足していますか（当てはまるものに〇）。
 ①満足　②やや満足　③やや不満　④不満　⑤その他（ ）
 ※③、④の方（不満の理由： ）
【5】掲載して欲しいテーマや内容を教えてください。
　　（  ）
【6】そのほか、ご意見やご希望などをお聞かせください。
 （ ）
 アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
　 いただいたアンケートの結果は、今後の編集に反映していきます。

より親しみやすい広報紙になるために、内容の充実や改善を図ることを目的に
アンケートを実施します。ご協力をお願いします
■調査方法　調査票に必要事項を記入し、FAXで送付いただくか、市役所本庁・
支所・出張所・中央図書館・大東図書館・大須賀図書館へお持ちください。

　ホームページでの回答も可能です。
■期限　8月31日（木）までにお願いします。

ふじのくに芸術祭2017
作品・参加募集
　 　県文化政策課

（☎054-221-2254）

「広報かけがわ」への想いを聞かせてください
　 シティプロモーション課（☎21-1123・FAX21-1167）

平成29年7月18日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 273 7,247,180
 法人 392 197,954,650
 団体 241 12,157,074
 合計 906 217,358,904

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）

（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-5030）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業　　 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）

8/ 5 （土）
 6 （日）
 11 （金・祝）
 12 （土）
 13 （日）
 19 （土）
 20 （日）
 26 （土）
 27 （日）
9/ 2 （土）
 3 （日）

8/ 5 （土）
 6 （日）
 11 （金・祝）
 12 （土）
 13 （日）
 19 （土）
 20 （日）
 26 （土）
 27 （日）
9/ 2 （土）
 3 （日）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 8/5～9/3

ふくしあ健康相談（9月）

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　9/20（水） 9：30～11：30
　さすが市
　9/8（金） 9：30～11：40
●中部ふくしあ（☎28-9713）
　9/13（水）   9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　9/5（火）   9：30～11：30
　さんりーな
　9/20（水） 9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　9/6（水）   9：30～11：30
　大東温泉シートピア
　9/27（水） 14：00～15：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　9/7（木）   9：30～11：30
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放送大学10月生募集
　　放送大学浜松サテライトスペース

（☎053-453-3303）

個人および団体が自主的に企画・運
営する「お茶のまち掛川」や「掛川
茶」の魅力を市内外にPRできる市民
提案事業に資金支援を行います。
応募資格　どなたでも（市外の方可）
対象事業　広く市民を対象とし、営利
を目的としないなど
支援上限　20万円
審査方法　公開プレゼンテーション
（9月下旬開催予定）
応募方法　8月1日（火）～31日（木）
午後5時までに、所定の様式で市役
所3階掛川茶振興協会事務局（お茶
振興課内）に提出

「お茶のまち掛川」づくり
市民提案に上限20万円を支援

　　掛川茶振興協会事務局
（お茶振興課内（☎21-1216））

東海アクシス看護専門学校
平成30年度社会人入学生募集
　　東海アクシス看護専門学校総務課

（☎0538-43-8111）

報徳仕法から学ぶまちづくり・ひと
づくりをテーマに「第23回全国報徳
サミット日光市大会」が開催されま
す。二宮尊徳ゆかりの全国17市町村
のみなさんと意見を交わしてみませ
んか。
とき　11月10日（金）・11日（土）
ところ　栃木県日光市
定員　25人（申込順）
参加料　静鉄観光サービス掛川支店
へお問い合わせください。

学科　看護学科（修業年限3年）
募集人員　30人程度
対象　大学・短大卒業（見込み）を含
む高校既卒以上の方
受験資格　①昭和61年4月2日以降に
生まれた方②平成29年3月以前に、掛
川市、磐田市、袋井市、菊川市、御前崎
市、森町、浜松市、島田市、牧之原市に
所在する高校を卒業した方など
試験日・会場
　11月2日（木）東海アクシス看護専
門学校（袋井市）
応募　9月21日（木）～10月5日（木）
まで

全国報徳サミット日光市大会
参加者募集

　文化振興課（☎21-1126）
　  静鉄観光サービス掛川支店

（☎24-4991）

採用予定人数　①事務職員1人
　②電気職員1人
受験資格　①大卒・30歳まで②大卒
または高専卒・30歳まで
職務内容　①予算、決算、企画など
　②電気工事の設計・監督および水道
施設の維持管理など
給与　県職員の規定に準じる
申込期間　9月1日（金）～22日（金）

大東温泉シートピア東側にオート
キャンプ場がオープンしました。
家族や友達とのバーベキュー、キャ

ンピングカーやテントでの宿泊など、
温泉と一緒にお楽しみください。事前
予約制で、バーベキューコンロやテー
ブル、食材などもご用意します。

■Aサイト（8m×8m・4区画）芝・電源付
　宿泊3,000円・日帰り2,000円
■B・Cサイト（8m×6m・14区画）
　宿泊1,500円・日帰り1,000円
※上記エリア利用料のほか、別途入場料
（中学生以上400円／人・小学生以下
200円／人）が必要です（シートピア入
浴料含む）。

定休日　毎週火曜日
　　　　※定休日前日の宿泊は出来ません 

県大井川広域水道企業団
平成30年度新規採用職員募集
　　 静岡県大井川広域水道企業団・

総務課（☎0547-32-0136）

お茶のまち掛川　提案事業 検索

東海アクシス看護専門学校 検索

ふじのくに芸術祭2017 検索

広報かけがわアンケート 検索

　大東温泉シートピア（☎72-1126）

大東温泉シートピア
オートキャンプ場

OPEN!

温泉とキャ
ンプを

同時に満喫

切　り　取　り

「広報かけがわ」に関する調査票
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掛川市の代表選手として走りたい
方、自分のタイムを計ってみたい方の
参加をお待ちしています。気軽にご参
加ください。
とき　8月26日（土）午後6時30分～
　（受付：午後6時～）※雨天決行
ところ　浜岡総合運動場陸上競技場
　（御前崎市池新田）
種目　一般男子・高校男子（5,000m）、
　一般女子・高校女子（3,000m）、
　中学男子・女子（3,000m）、小学生
男子・女子（1,500m）
応募方法　直接会場へ

静岡県市町対抗駅伝大会
「選手選考会」参加者募集
　掛川市選手団事務局（NPO法人
掛川市体育協会内☎24-9781）

放送大学はテレビ放送やインター
ネットなどを通じて学ぶ通信制の大学
で、心理学や福祉、経済、歴史、文学、
自然科学など幅広い分野を学べます。
応募方法　電話などで資料請求のう
え、9月20日（水）までに応募

県は、広く芸術作品の発表や鑑賞を
する機会を提供し、文化の向上発展を
図るため芸術祭を開催します。
主な募集・参加は次のとおりです。
■美術部門
　①美術展②写真展③書道展
　募集　①9月6日（水）まで②9月25
　日（月）まで③8月18日（金）まで
■文学部門
　①文芸コンクール②高校生短歌、俳
　句、川柳
　募集　①9月4日（月）まで②9月15
　日（金）まで
■音楽・舞台芸術部門
　①合唱コンクール②演劇コンクール
　申込　①10月13日（金）まで、
　　②公演日の50日前まで
※各部門の優秀作品には各賞を授与
します。

【1】あなたの性別と年代を教えてください（当てはまるものに〇）。
 性別　①男性　②女性
 年代　①10代　②20代　③30代　④40代　⑤50代　⑥60代　⑦70歳以上
【2】広報かけがわを読んでいますか（当てはまるものに〇）。
 ①読んでいる　②ときどき読んでいる　③ほとんど読まない
 ①、②と答えた方は【3】へ、③と答えた方は【4】へ進んでください。
【3】よく読まれる記事は何ですか（当てはまるものに〇。複数回答可）。
　 ①特集記事（表紙の次に掲載　8月号茶エンナーレなど）　
 ②information（市からのお知らせ）　③市長の維新伝心　④健康のコツ
 ⑤小笠掛川急患診療所　　⑥子育て・健康案内　⑦図書館へ行こう
 ⑧相談の窓口（1回/3か月）　⑨催し物・教室　⑩お知らせ　⑪募集
 ⑫フォトニュース　⑬かけがわこの人
 ⑭きんじろうくんの社会科見学
 ⑮KAKEGAWA　WAY（1回/4か月程度）　⑯その他（ ）
【4】広報紙での市政情報の提供に満足していますか（当てはまるものに〇）。
 ①満足　②やや満足　③やや不満　④不満　⑤その他（ ）
 ※③、④の方（不満の理由： ）
【5】掲載して欲しいテーマや内容を教えてください。
　　（  ）
【6】そのほか、ご意見やご希望などをお聞かせください。
 （ ）
 アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
　 いただいたアンケートの結果は、今後の編集に反映していきます。

より親しみやすい広報紙になるために、内容の充実や改善を図ることを目的に
アンケートを実施します。ご協力をお願いします
■調査方法　調査票に必要事項を記入し、FAXで送付いただくか、市役所本庁・
支所・出張所・中央図書館・大東図書館・大須賀図書館へお持ちください。

　ホームページでの回答も可能です。
■期限　8月31日（木）までにお願いします。

ふじのくに芸術祭2017
作品・参加募集
　 　県文化政策課

（☎054-221-2254）

「広報かけがわ」への想いを聞かせてください
　 シティプロモーション課（☎21-1123・FAX21-1167）

平成29年7月18日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 273 7,247,180
 法人 392 197,954,650
 団体 241 12,157,074
 合計 906 217,358,904

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）

（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-5030）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業　　 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）

8/ 5 （土）
 6 （日）
 11 （金・祝）
 12 （土）
 13 （日）
 19 （土）
 20 （日）
 26 （土）
 27 （日）
9/ 2 （土）
 3 （日）

8/ 5 （土）
 6 （日）
 11 （金・祝）
 12 （土）
 13 （日）
 19 （土）
 20 （日）
 26 （土）
 27 （日）
9/ 2 （土）
 3 （日）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 8/5～9/3

ふくしあ健康相談（9月）

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　9/20（水） 9：30～11：30
　さすが市
　9/8（金） 9：30～11：40
●中部ふくしあ（☎28-9713）
　9/13（水）   9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　9/5（火）   9：30～11：30
　さんりーな
　9/20（水） 9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　9/6（水）   9：30～11：30
　大東温泉シートピア
　9/27（水） 14：00～15：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　9/7（木）   9：30～11：30

今
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放送大学10月生募集
　　放送大学浜松サテライトスペース

（☎053-453-3303）

個人および団体が自主的に企画・運
営する「お茶のまち掛川」や「掛川
茶」の魅力を市内外にPRできる市民
提案事業に資金支援を行います。
応募資格　どなたでも（市外の方可）
対象事業　広く市民を対象とし、営利
を目的としないなど
支援上限　20万円
審査方法　公開プレゼンテーション
（9月下旬開催予定）
応募方法　8月1日（火）～31日（木）
午後5時までに、所定の様式で市役
所3階掛川茶振興協会事務局（お茶
振興課内）に提出

「お茶のまち掛川」づくり
市民提案に上限20万円を支援

　　掛川茶振興協会事務局
（お茶振興課内（☎21-1216））

東海アクシス看護専門学校
平成30年度社会人入学生募集
　　東海アクシス看護専門学校総務課

（☎0538-43-8111）

報徳仕法から学ぶまちづくり・ひと
づくりをテーマに「第23回全国報徳
サミット日光市大会」が開催されま
す。二宮尊徳ゆかりの全国17市町村
のみなさんと意見を交わしてみませ
んか。
とき　11月10日（金）・11日（土）
ところ　栃木県日光市
定員　25人（申込順）
参加料　静鉄観光サービス掛川支店
へお問い合わせください。

学科　看護学科（修業年限3年）
募集人員　30人程度
対象　大学・短大卒業（見込み）を含
む高校既卒以上の方
受験資格　①昭和61年4月2日以降に
生まれた方②平成29年3月以前に、掛
川市、磐田市、袋井市、菊川市、御前崎
市、森町、浜松市、島田市、牧之原市に
所在する高校を卒業した方など
試験日・会場
　11月2日（木）東海アクシス看護専
門学校（袋井市）
応募　9月21日（木）～10月5日（木）
まで

全国報徳サミット日光市大会
参加者募集

　文化振興課（☎21-1126）
　  静鉄観光サービス掛川支店

（☎24-4991）

採用予定人数　①事務職員1人
　②電気職員1人
受験資格　①大卒・30歳まで②大卒
または高専卒・30歳まで
職務内容　①予算、決算、企画など
　②電気工事の設計・監督および水道
施設の維持管理など
給与　県職員の規定に準じる
申込期間　9月1日（金）～22日（金）

大東温泉シートピア東側にオート
キャンプ場がオープンしました。
家族や友達とのバーベキュー、キャ

ンピングカーやテントでの宿泊など、
温泉と一緒にお楽しみください。事前
予約制で、バーベキューコンロやテー
ブル、食材などもご用意します。

■Aサイト（8m×8m・4区画）芝・電源付
　宿泊3,000円・日帰り2,000円
■B・Cサイト（8m×6m・14区画）
　宿泊1,500円・日帰り1,000円
※上記エリア利用料のほか、別途入場料
（中学生以上400円／人・小学生以下
200円／人）が必要です（シートピア入
浴料含む）。

定休日　毎週火曜日
　　　　※定休日前日の宿泊は出来ません 

県大井川広域水道企業団
平成30年度新規採用職員募集
　　 静岡県大井川広域水道企業団・

総務課（☎0547-32-0136）

お茶のまち掛川　提案事業 検索

東海アクシス看護専門学校 検索

ふじのくに芸術祭2017 検索

広報かけがわアンケート 検索

　大東温泉シートピア（☎72-1126）

大東温泉シートピア
オートキャンプ場

OPEN!

温泉とキャ
ンプを

同時に満喫
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広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

7/9

▲プロ棋士と熱戦を繰り広げる子どもたち

将棋によるまちづくり実行委員会（松井三
郎会長）は、中央図書館でプロ棋士3人を講師
に招き、子どもたちを対象に将棋講座を開催し
ました。
小中学生32人が参加し、講師と参加者5人の
多面差しで勝負。子どもたちは、駒の動かし方
や戦術など、講師の助言を熱心に聞きながら、
プロを相手に熱戦を繰り広げました。

子どもたちがプロと対局
将棋講座指導会

▲寄贈したベンチに座る杉山さん（左）と第一小の小関教頭

企業と協働で待機児童対策
企業主導型保育事業説明会6/22粟ヶ岳に1,000回登頂

山頂で達成感いっぱいの笑顔7/2

▲企業主導型事業を説明する企業のみなさん（奥）

市は、企業内保育所を設置すると国から助
成金を受けられる「企業主導型保育事業」を活
用し、待機児童対策を促進するため、徳育保健
センターで企業主導型保育事業説明会を開催し
ました。
この日は市内外の企業23社、43人が参加。
本事業をすでに利用している企業などから、制
度の概要や利点などの説明を受けました。

木製ベンチを子どもたちに
杉山さんが19校に77台寄贈

▲1,000回目の登頂を成功させた加藤泠子さん（中央）

7/3

▲広いプールで元気いっぱい水遊びする園児たち

千浜幼稚園のプールで、同園とのぞみ保育園
の園児52人が一緒に水遊びを楽しみました。
昨年12月に設立した「かけがわ乳幼児教育
未来学会」の席上で、のぞみ保育園長の「大き
なプールで泳がせてあげたい」という願いと、
「大人数で遊ばせてあげたい」と考える千浜幼
稚園長の思いがマッチングし実現。プールに
は、園児たちの元気な歓声が響きました。

千浜幼稚園でプール交流
みんなで一緒に水遊び

曽我地区で木製商品を使った外構工事など
を手がける杉山知久さんが、5～6月にかけて
市内小学校19校に手作りの木製ベンチ77台を
寄贈しました。ベンチは長さ1.3㍍、奥行き30
㌢、高さ35㌢。座る天板部分はヒノキの間伐
材が使われています。杉山さんは「自身の終活
みたいなもの。子どもたちに喜んでもらえれば
うれしい」と思いを語りました。

6/18 ～6月真夜中に厄よけ唱える
大渕の伝統行事「さなぶり」

大渕地区で小
学生から中学生
の子どもたちが
深夜に豊作や家
内安全を祈願し
たり、厄払いを
したりする伝統
の民俗行事「さ
なぶり」が行わ
れました。
午前1～3時こ
ろ、各区で決め
られた集合場所
に眠い目をこす
りながら子ども
たちが集合。紙
の「しで」をつ
けた若竹を持った子どもたちが、各戸の玄関前
で「ねんねこやいと・ほーらやいと」「家内安
全・五穀豊じょう」など各区独自の唱え言葉を
叫びながら、家の軒先で厄を払いました。

防災の話題

災害に備え生徒同士が連携強化
大須賀中と横須賀高が合同で防災研修

災害時のライフライン早期回復へ
市と中遠ガスが災害協定締結

▲パネルを組み立て避難生活用
スペースを確保する中高生ら

▲苦情対応の難しさを学ぶ参加者ら

掛川市と日本財
団は7月8・9日、
災害発生後の避難
所生活で大切な命
を失わないための
適切な運営を学ぶ
実動訓練を県総合
教育センター「あ
すなろ」で行いま
した。
訓練は宿泊形式で行われ、初日は発災直後を、2
日目は発災1週間後を想定。参加した約50人は、ス
トレスのたまったクレーマー役などからの苦情に対
応しながら、避難所運営ルールや在宅避難者のニー
ズに応えるための巡回活動計画を作成しました。

市と中遠ガス（本社・
掛川市）は7月4日、災
害時の協力に関する協定
を締結しました。
締結式には代表取締役
社長の森田吉春さんらが
出席。同社は災害時、ガ
ス施設の早期復旧や災害
対策拠点・広域避難所への人材・燃料の供給、社屋や
駐車場などの施設や敷地の提供を行います。

広域避難所運営の担い手育成へ
県内初、日本財団と実動訓練を実施

大須賀中学校3年生
105人と横須賀高校
の生徒40人が7月7
日、中高連携防災研
修会を同高体育館で
初めて開きました。
これは、災害時に
両校の生徒が地域の
防災リーダーとして
活動できるように連

携を深めようというものです。生徒たちは8班に分
かれ、縦1.5㍍、横2㍍のパネルで避難生活用スペー
スを確保したほか、屋外でテントの組み立てなどを
体験。高校生が中心となって中学生に役割を指示す
ると、見事な連携で避難所の設営を完了させました。

▲認定書を受け取る森田社長（左）

▲玄関先で若竹をゆすりながら厄よけ
する児童たち（藤塚区）

「掛川遊歩会」に所属する加藤泠子さん
が、東山地区にそびえる粟ヶ岳（標高532㍍）
への登頂1,000回を成し遂げました。初めて
登ったのは平成22年3月。当時70歳だった泠
子さんは、山登りは無理だと思いながらも登り
続けたところ山頂で達成感いっぱいになったと
振り返ります。泠子さんは「1回1回の積み重
ねがあり今日を迎えられた」と笑顔で話しました。

すず

21 20
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ました。
この日は市内外の企業23社、43人が参加。
本事業をすでに利用している企業などから、制
度の概要や利点などの説明を受けました。

木製ベンチを子どもたちに
杉山さんが19校に77台寄贈

▲1,000回目の登頂を成功させた加藤泠子さん（中央）

7/3

▲広いプールで元気いっぱい水遊びする園児たち

千浜幼稚園のプールで、同園とのぞみ保育園
の園児52人が一緒に水遊びを楽しみました。
昨年12月に設立した「かけがわ乳幼児教育
未来学会」の席上で、のぞみ保育園長の「大き
なプールで泳がせてあげたい」という願いと、
「大人数で遊ばせてあげたい」と考える千浜幼
稚園長の思いがマッチングし実現。プールに
は、園児たちの元気な歓声が響きました。

千浜幼稚園でプール交流
みんなで一緒に水遊び

曽我地区で木製商品を使った外構工事など
を手がける杉山知久さんが、5～6月にかけて
市内小学校19校に手作りの木製ベンチ77台を
寄贈しました。ベンチは長さ1.3㍍、奥行き30
㌢、高さ35㌢。座る天板部分はヒノキの間伐
材が使われています。杉山さんは「自身の終活
みたいなもの。子どもたちに喜んでもらえれば
うれしい」と思いを語りました。

6/18 ～6月真夜中に厄よけ唱える
大渕の伝統行事「さなぶり」

大渕地区で小
学生から中学生
の子どもたちが
深夜に豊作や家
内安全を祈願し
たり、厄払いを
したりする伝統
の民俗行事「さ
なぶり」が行わ
れました。
午前1～3時こ
ろ、各区で決め
られた集合場所
に眠い目をこす
りながら子ども
たちが集合。紙
の「しで」をつ
けた若竹を持った子どもたちが、各戸の玄関前
で「ねんねこやいと・ほーらやいと」「家内安
全・五穀豊じょう」など各区独自の唱え言葉を
叫びながら、家の軒先で厄を払いました。

防災の話題

災害に備え生徒同士が連携強化
大須賀中と横須賀高が合同で防災研修

災害時のライフライン早期回復へ
市と中遠ガスが災害協定締結

▲パネルを組み立て避難生活用
スペースを確保する中高生ら

▲苦情対応の難しさを学ぶ参加者ら

掛川市と日本財
団は7月8・9日、
災害発生後の避難
所生活で大切な命
を失わないための
適切な運営を学ぶ
実動訓練を県総合
教育センター「あ
すなろ」で行いま
した。
訓練は宿泊形式で行われ、初日は発災直後を、2
日目は発災1週間後を想定。参加した約50人は、ス
トレスのたまったクレーマー役などからの苦情に対
応しながら、避難所運営ルールや在宅避難者のニー
ズに応えるための巡回活動計画を作成しました。

市と中遠ガス（本社・
掛川市）は7月4日、災
害時の協力に関する協定
を締結しました。
締結式には代表取締役
社長の森田吉春さんらが
出席。同社は災害時、ガ
ス施設の早期復旧や災害
対策拠点・広域避難所への人材・燃料の供給、社屋や
駐車場などの施設や敷地の提供を行います。

広域避難所運営の担い手育成へ
県内初、日本財団と実動訓練を実施

大須賀中学校3年生
105人と横須賀高校
の生徒40人が7月7
日、中高連携防災研
修会を同高体育館で
初めて開きました。
これは、災害時に
両校の生徒が地域の
防災リーダーとして
活動できるように連

携を深めようというものです。生徒たちは8班に分
かれ、縦1.5㍍、横2㍍のパネルで避難生活用スペー
スを確保したほか、屋外でテントの組み立てなどを
体験。高校生が中心となって中学生に役割を指示す
ると、見事な連携で避難所の設営を完了させました。

▲認定書を受け取る森田社長（左）

▲玄関先で若竹をゆすりながら厄よけ
する児童たち（藤塚区）

「掛川遊歩会」に所属する加藤泠子さん
が、東山地区にそびえる粟ヶ岳（標高532㍍）
への登頂1,000回を成し遂げました。初めて
登ったのは平成22年3月。当時70歳だった泠
子さんは、山登りは無理だと思いながらも登り
続けたところ山頂で達成感いっぱいになったと
振り返ります。泠子さんは「1回1回の積み重
ねがあり今日を迎えられた」と笑顔で話しました。

すず
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8
・
9
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 8/12（土）・27（日）、9/9（土）・24（日）
 9：00～11：30

住民基本台帳人口 117,816人 （＋86） 58,943人（＋24） 58,873人（＋62） 43,923（＋60）
 日本人 113,936人 （＋48） 57,139人（＋14） 56,797人（＋34） 41,981（＋52）
 外国人 3,880人 （＋38）   1,804人（＋10）   2,076人（＋28）   1,942（＋  8）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（7月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市
つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　8/22（火）、9/26（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　8/15（火）、9/19（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

こ
う
見
え
て
趣
味
は
美
術
鑑
賞
。

最
近
は
「
黄
金
の
フ
ァ
ラ
オ
と
大
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
展
」
や
「
大
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
展
」
を
楽
し
み
ま
し

た
。こ

の
秋
は
遠
く
へ
出
か
け
な
く
て

も
楽
し
め
そ
う
で
す
。
掛
川
で
開
催

さ
れ
る
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー

レ
」
。
取
材
を
し
た
ら
よ
り
楽
し
み

に
。
表
紙
の
「
黄
金
の
茶
室
」
は
、

ほ
か
の
職
員
が
取
材
に
行
っ
て
く
れ

た
の
で
、
広
報
を
見
て
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
る
前
に
行
か
な
く
て
は
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
森
）

▲オープニングでは水沢小の5年生が「自治三訣」を
唱和

水
沢
三
偉
人
の
一
人
で
あ
る
後
藤
新
平
の
生
誕

1
6
0
年
を
記
念
す
る
生
誕
祭
が
6
月
4
日
、
後

藤
伯
記
念
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
道
院

総
裁
、
内
務
大
臣
、
東
京
市
長
な
ど
を
歴
任
し
、

帝
都
復
興
院
総
裁
と
し
て
関
東
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
携
わ
っ
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
る
後
藤
新

平
。
小
池
百
合
子
都
知
事
も
所
信
表
明
に
新
平
の

唱
え
た
「
自
治
三
訣
」
を
引
用
す
る
な
ど
、
近

年
、
再
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
や
新
平
ゆ
か
り
の
福
島
県
須
賀
川
市
な
ど

か
ら
約
3
5
0
人
が
出
席
し
た
式
典
で
は
、
顕
彰

活
動
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
4
人
1
団
体
に
感
謝

状
を
贈
呈
。
主
催
す
る
後
藤
新
平
顕
彰
会
の
山
口

了
紀
会
長
は
「
自
治
三
訣
や
人
材
の
育
成
を
唱
え

た
新
平
の
精
神
は
、
今
も
人
々
の
中
に
生
き
続
け

る
。
会
も
新
平
の
精
神
を
支
え
に
し
て
顕
彰
活
動

を
続
け
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

激
動
の
今
こ
そ
新
平
の
精
神
を

生
誕
1
6
0
年
記
念
後
藤
新
平
生
誕
祭

きんじろうくん

28

佐束地区

㈱土井酒造場
140年の歴史がつくる「開運」ブランド
熟練の技術と静岡酵母で大会3冠達成

れ
て
い
る
。
何
ら
か
の
形
で
恩
返
し

し
た
い
」
。
そ
ん
な
思
い
も
背
中
を

押
し
、
こ
の
4
年
間
で
活
動
の
幅
は

大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
納
涼
祭
や

商
工
ま
つ
り
な
ど
の
駅
前
イ
ベ
ン
ト
、

子
育
て
応
援
フ
ェ
ア
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
。
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
カ
ク

テ
ル
は
子
ど
も
に
大
人
気
で
、
フ
ァ

ン
層
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

篠
原
さ
ん
は
「
プ
ロ
の
技
と
そ
の

所
作
も
見
ど
こ
ろ
」
と
胸
を
張
り
、

続
け
て
「
話
術
も
技
術
。
一
杯
の
カ

ク
テ
ル
と
会
話
で
笑
顔
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。
ま
た
、

お
茶
や
地
場
産
の
野
菜
を
使
っ
た
作

品
で
大
会
入
賞
を
果
た
し
た
経
験
か

ら
、
「
地
元
素
材
の
カ
ク
テ
ル
を
作

り
、
掛
川
の
P
R
に
も
貢
献
し
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

カ
ク
テ
ル
に
込
め
ら
れ
た
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
た
ち
の
熱
い
思
い
は
、
掛
川

の
ま
ち
に
笑
顔
を
届
け
ま
す
。

「
自
分
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
地

元
へ
の
還
元
の
仕
方
が
あ
る
」
。
そ

う
ほ
ほ
笑
む
の
は
、
掛
川
を
中
心
に

集
ま
っ
た
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
ら
約
10
人

で
組
織
す
る
「
K
A
K
E
G
A
W
A

　
B
A
R
　
M
E
E
T
I
N
G
」
会

長
の
篠
原
恒
治
さ
ん
。
今
年
の
9
月

で
4
年
目
を
迎
え
る
カ
ク
テ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
「
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
ナ
イ
ト  

イ
ン  

掛
川
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ

た
1
5
0
人
ほ
ど
の
男
女
が
、
プ
ロ

の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
や
ソ
ム
リ
エ
の
技

と
と
も
に
お
し
ゃ
れ
な
夜
を
過
ご
す

こ
の
催
し
は
、
「
お
し
ゃ
れ
を
し
て

出
掛
け
る
店
が
な
い
よ
ね
」
と
い
う

客
の
会
話
が
き
っ
か
け
。
個
々
の
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
が
一
堂
に
会
し
て
技
を
披

露
し
合
う
心
地
良
さ
や
、
着
飾
っ
て

来
場
し
た
方
々
の
笑
顔
と
反
響
に
手

ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
多
く
の
方
に
支
え
ら

▲篠原さん（49）は市内でバー
「RINGOKAN」を経営。バーテ
ンダー歴約30年。昨年から世界
3大カクテルコンテストに出場
し、地元産のしょうゆや昆布な
どを使ったカクテルが高い評価
を受け、国内トップ5入りした
実力の持ち主。

▲掛川生まれの「開運」は海外14か国に輸出されているよ

　

子々孫 と々文化を伝え約400年

1杯のカクテルに思いを込めて

（谷の口町）
り
ょ
う
き

（お詫びと訂正）
●広報7月号、6ページ「あなたの家は大丈夫？特定空家ゼロのまちを目指します」の都市政策課の問い合わせ先に誤りがありました。
　正しくは、「☎21-1152」です。訂正してお詫びします。
　　　

や
ぶ
さ
め

厳
か
に
「
垂
木
の
祇
園
祭
」

桜
木
地
区
上
垂
木
に
あ
る
雨
櫻
神
社
と

六
所
神
社
の
祇
園
祭
が
7
月
9
日
か
ら
8
日

間
、
両
社
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

4
0
0
年
以
上
続
く
伝
統
の
神
事
で
、
役
目

を
世
襲
す
る
旧
家
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
守

ら
れ
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

起
源
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
雨
櫻
神
社
の

社
殿
が
焼
失
し
た
際
、
六
所
神
社
へ
御
祭
神

を
移
し
、
再
建
期
間
中
は
一
緒
に
祭
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
お
礼
の
た
め
の
神
幸
祭
が
始

ま
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

地
に
は
、
天
か
ら
降
り
て
き
た
大
獅
子
が
収

穫
し
た
ば
か
り
の
麦
を
食
い
荒
ら
し
、
こ
れ

を
7
騎
の
武
者
が
弓
で
退
治
し
て
祭
っ
た
と

い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
神
事
と
伝
承
が
祇
園
祭
と
し

て
同
時
に
執
り
行
わ
れ
る
の
は
、
全
国
で
も

大
変
珍
し
い
と
言
わ
れ
、
数
年
ご
と
に

流
鏑
馬
神
事
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ろ
く
し
ょ

し
ん
こ
う
さ
い

あ
め
ざ
く
ら

①

② ③

KAKEGAWA BAR MEETING会長　篠原恒治さん
つね はる

静
岡
を
代
表
す
る
地
酒
の
ひ
と
つ
「
開

運
」
を
造
っ
て
い
る
の
は
、
小
貫
区
の
の

ど
か
な
山
裾
で
明
治
5
年
か
ら
創
業
し
て

い
る
土
井
酒
造
場
で
す
。
今
年
開
か
れ
た

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」
「
サ
ケ
　

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
最

高
位
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
喜
ん
だ
の
は
、
初
代
の
名
を
継

ぎ
、
蔵
元
を
切
り
盛
り
す
る
五
代
目
の
弥

市
社
長
。
「
ね
ら
っ
て
い
た
」
と
目
を
輝

か
せ
ま
す
。
今
の
主
流
は
香
り
高
く
甘
い

も
の
と
言
わ
れ
る
中
、
3
年
前
か
ら
香
り

穏
や
か
で
甘
み
の
抑
え
ら
れ
た
静
岡
酵
母

に
切
り
替
え
て
き
た
と
い
い
、
「
地
元
の

酵
母
で
お
い
し
い
お
酒
を
造
り
た
か
っ
た
。

技
術
が
な
け
れ
ば
香
り
や
甘
み
は
表
現
で

き
な
い
の
で
は
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

　
酒
造
り
へ
の
情
熱
と
と
も
に
高
い
技
術

を
磨
き
続
け
て
1
4
0
年
。
最
新
の
精
米

機
や
洗
米
機
、
冷
蔵
貯
蔵
庫
な
ど
の
機
械

化
も
進
め
る
な
ど
し
、
さ
ら
に
酒
質
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
理
想
は
「
透
明
感
の
あ
る
中
に
お
米
の

甘
み
、
う
ま
み
が
含
ま
れ
て
い
る
お
酒
」

と
話
す
弥
市
社
長
。
「
能
登
の
四
天
王
」

と
う
た
わ
れ
た
名
杜
氏
の
技
を
受
け
継
い

だ
若
き
杜
氏
と
蔵
人
ら
15
人
が
力
を
合
わ

せ
、
そ
の
奥
深
い
味
を
追
い
求
め
ま
す
。

と
う
じ

た
る

き

①中村家で大獅子が暴れたという伝承を獅子舞
で再現する獅楽式②御祭神が雨櫻神社へ還る還
御祭③8日間「麦おこわ」を食す伝統も残る

し がく
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姉妹都市　岩手県奥州市
つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　8/22（火）、9/26（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　8/15（火）、9/19（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

こ
う
見
え
て
趣
味
は
美
術
鑑
賞
。

最
近
は
「
黄
金
の
フ
ァ
ラ
オ
と
大
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
展
」
や
「
大
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
展
」
を
楽
し
み
ま
し

た
。こ

の
秋
は
遠
く
へ
出
か
け
な
く
て

も
楽
し
め
そ
う
で
す
。
掛
川
で
開
催

さ
れ
る
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー

レ
」
。
取
材
を
し
た
ら
よ
り
楽
し
み

に
。
表
紙
の
「
黄
金
の
茶
室
」
は
、

ほ
か
の
職
員
が
取
材
に
行
っ
て
く
れ

た
の
で
、
広
報
を
見
て
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
る
前
に
行
か
な
く
て
は
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
森
）

▲オープニングでは水沢小の5年生が「自治三訣」を
唱和

水
沢
三
偉
人
の
一
人
で
あ
る
後
藤
新
平
の
生
誕

1
6
0
年
を
記
念
す
る
生
誕
祭
が
6
月
4
日
、
後

藤
伯
記
念
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
道
院

総
裁
、
内
務
大
臣
、
東
京
市
長
な
ど
を
歴
任
し
、

帝
都
復
興
院
総
裁
と
し
て
関
東
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
携
わ
っ
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
る
後
藤
新

平
。
小
池
百
合
子
都
知
事
も
所
信
表
明
に
新
平
の

唱
え
た
「
自
治
三
訣
」
を
引
用
す
る
な
ど
、
近

年
、
再
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
や
新
平
ゆ
か
り
の
福
島
県
須
賀
川
市
な
ど

か
ら
約
3
5
0
人
が
出
席
し
た
式
典
で
は
、
顕
彰

活
動
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
4
人
1
団
体
に
感
謝

状
を
贈
呈
。
主
催
す
る
後
藤
新
平
顕
彰
会
の
山
口

了
紀
会
長
は
「
自
治
三
訣
や
人
材
の
育
成
を
唱
え

た
新
平
の
精
神
は
、
今
も
人
々
の
中
に
生
き
続
け

る
。
会
も
新
平
の
精
神
を
支
え
に
し
て
顕
彰
活
動

を
続
け
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

激
動
の
今
こ
そ
新
平
の
精
神
を

生
誕
1
6
0
年
記
念
後
藤
新
平
生
誕
祭

きんじろうくん
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佐束地区

㈱土井酒造場
140年の歴史がつくる「開運」ブランド
熟練の技術と静岡酵母で大会3冠達成

れ
て
い
る
。
何
ら
か
の
形
で
恩
返
し

し
た
い
」
。
そ
ん
な
思
い
も
背
中
を

押
し
、
こ
の
4
年
間
で
活
動
の
幅
は

大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
納
涼
祭
や

商
工
ま
つ
り
な
ど
の
駅
前
イ
ベ
ン
ト
、

子
育
て
応
援
フ
ェ
ア
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
。
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
カ
ク

テ
ル
は
子
ど
も
に
大
人
気
で
、
フ
ァ

ン
層
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

篠
原
さ
ん
は
「
プ
ロ
の
技
と
そ
の

所
作
も
見
ど
こ
ろ
」
と
胸
を
張
り
、

続
け
て
「
話
術
も
技
術
。
一
杯
の
カ

ク
テ
ル
と
会
話
で
笑
顔
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。
ま
た
、

お
茶
や
地
場
産
の
野
菜
を
使
っ
た
作

品
で
大
会
入
賞
を
果
た
し
た
経
験
か

ら
、
「
地
元
素
材
の
カ
ク
テ
ル
を
作

り
、
掛
川
の
P
R
に
も
貢
献
し
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

カ
ク
テ
ル
に
込
め
ら
れ
た
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
た
ち
の
熱
い
思
い
は
、
掛
川

の
ま
ち
に
笑
顔
を
届
け
ま
す
。

「
自
分
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
地

元
へ
の
還
元
の
仕
方
が
あ
る
」
。
そ

う
ほ
ほ
笑
む
の
は
、
掛
川
を
中
心
に

集
ま
っ
た
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
ら
約
10
人

で
組
織
す
る
「
K
A
K
E
G
A
W
A

　
B
A
R
　
M
E
E
T
I
N
G
」
会

長
の
篠
原
恒
治
さ
ん
。
今
年
の
9
月

で
4
年
目
を
迎
え
る
カ
ク
テ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
「
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
ナ
イ
ト  

イ
ン  

掛
川
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ

た
1
5
0
人
ほ
ど
の
男
女
が
、
プ
ロ

の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
や
ソ
ム
リ
エ
の
技

と
と
も
に
お
し
ゃ
れ
な
夜
を
過
ご
す

こ
の
催
し
は
、
「
お
し
ゃ
れ
を
し
て

出
掛
け
る
店
が
な
い
よ
ね
」
と
い
う

客
の
会
話
が
き
っ
か
け
。
個
々
の
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
が
一
堂
に
会
し
て
技
を
披

露
し
合
う
心
地
良
さ
や
、
着
飾
っ
て

来
場
し
た
方
々
の
笑
顔
と
反
響
に
手

ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
多
く
の
方
に
支
え
ら

▲篠原さん（49）は市内でバー
「RINGOKAN」を経営。バーテ
ンダー歴約30年。昨年から世界
3大カクテルコンテストに出場
し、地元産のしょうゆや昆布な
どを使ったカクテルが高い評価
を受け、国内トップ5入りした
実力の持ち主。

▲掛川生まれの「開運」は海外14か国に輸出されているよ

　

子々孫 と々文化を伝え約400年

1杯のカクテルに思いを込めて

（谷の口町）
り
ょ
う
き

（お詫びと訂正）
●広報7月号、6ページ「あなたの家は大丈夫？特定空家ゼロのまちを目指します」の都市政策課の問い合わせ先に誤りがありました。
　正しくは、「☎21-1152」です。訂正してお詫びします。
　　　

や
ぶ
さ
め

厳
か
に
「
垂
木
の
祇
園
祭
」

桜
木
地
区
上
垂
木
に
あ
る
雨
櫻
神
社
と

六
所
神
社
の
祇
園
祭
が
7
月
9
日
か
ら
8
日

間
、
両
社
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

4
0
0
年
以
上
続
く
伝
統
の
神
事
で
、
役
目

を
世
襲
す
る
旧
家
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
守

ら
れ
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

起
源
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
雨
櫻
神
社
の

社
殿
が
焼
失
し
た
際
、
六
所
神
社
へ
御
祭
神

を
移
し
、
再
建
期
間
中
は
一
緒
に
祭
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
お
礼
の
た
め
の
神
幸
祭
が
始

ま
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

地
に
は
、
天
か
ら
降
り
て
き
た
大
獅
子
が
収

穫
し
た
ば
か
り
の
麦
を
食
い
荒
ら
し
、
こ
れ

を
7
騎
の
武
者
が
弓
で
退
治
し
て
祭
っ
た
と

い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
神
事
と
伝
承
が
祇
園
祭
と
し

て
同
時
に
執
り
行
わ
れ
る
の
は
、
全
国
で
も

大
変
珍
し
い
と
言
わ
れ
、
数
年
ご
と
に

流
鏑
馬
神
事
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ろ
く
し
ょ

し
ん
こ
う
さ
い

あ
め
ざ
く
ら

①

② ③

KAKEGAWA BAR MEETING会長　篠原恒治さん
つね はる

静
岡
を
代
表
す
る
地
酒
の
ひ
と
つ
「
開

運
」
を
造
っ
て
い
る
の
は
、
小
貫
区
の
の

ど
か
な
山
裾
で
明
治
5
年
か
ら
創
業
し
て

い
る
土
井
酒
造
場
で
す
。
今
年
開
か
れ
た

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」
「
サ
ケ
　

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
最

高
位
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
喜
ん
だ
の
は
、
初
代
の
名
を
継

ぎ
、
蔵
元
を
切
り
盛
り
す
る
五
代
目
の
弥

市
社
長
。
「
ね
ら
っ
て
い
た
」
と
目
を
輝

か
せ
ま
す
。
今
の
主
流
は
香
り
高
く
甘
い

も
の
と
言
わ
れ
る
中
、
3
年
前
か
ら
香
り

穏
や
か
で
甘
み
の
抑
え
ら
れ
た
静
岡
酵
母

に
切
り
替
え
て
き
た
と
い
い
、
「
地
元
の

酵
母
で
お
い
し
い
お
酒
を
造
り
た
か
っ
た
。

技
術
が
な
け
れ
ば
香
り
や
甘
み
は
表
現
で

き
な
い
の
で
は
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

　
酒
造
り
へ
の
情
熱
と
と
も
に
高
い
技
術

を
磨
き
続
け
て
1
4
0
年
。
最
新
の
精
米

機
や
洗
米
機
、
冷
蔵
貯
蔵
庫
な
ど
の
機
械

化
も
進
め
る
な
ど
し
、
さ
ら
に
酒
質
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
理
想
は
「
透
明
感
の
あ
る
中
に
お
米
の

甘
み
、
う
ま
み
が
含
ま
れ
て
い
る
お
酒
」

と
話
す
弥
市
社
長
。
「
能
登
の
四
天
王
」

と
う
た
わ
れ
た
名
杜
氏
の
技
を
受
け
継
い

だ
若
き
杜
氏
と
蔵
人
ら
15
人
が
力
を
合
わ

せ
、
そ
の
奥
深
い
味
を
追
い
求
め
ま
す
。

と
う
じ

た
る

き

①中村家で大獅子が暴れたという伝承を獅子舞
で再現する獅楽式②御祭神が雨櫻神社へ還る還
御祭③8日間「麦おこわ」を食す伝統も残る

し がく
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